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��OP COMMENTARY

公認会計士第二次試験に現役合格 ～ふとした興味を目標に変えて～ 
山本 祥子さん（商学部商学科4年次生） 

INTERVIEW　～同志社人訪問～ 

全日本学生囲碁王座戦に続き、世界学生囲碁王座戦で優勝／ローム記念館プロジェクト こんなん欲しか
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CAMPUS NEWS

ANNOUNCEMENT  

株式会社オンワード樫山 
代表取締役社長　上村 茂さんに聞く 

��

　京田辺校地の良心碑は正門を入ってすぐ、交隣館西側の緑地にある。今
出川校地の良心碑建立から46年の時を経て、1986年の開校と同時に建て
られた。広大なキャンパスに合わせ、今出川校地より一回り大きく作られてい
る。当時の田辺町長から寄贈されたしだれ桜が、春には彩りを添える。 
　碑文は「良心之全身ニ充満シタル丈夫ノ起リ来ラン事ヲ」。大学設立募
金運動に奔走していた新島襄が生徒に送った手紙の一節。この言葉に込
められた「一国の良心とも謂う可き人々」（「同志社大学設立の旨意」）を
育成したいという願いは、両校地にもちろん共通だ。 

大学の活動 

在学生・教員の活躍 

卒業生の活躍 

スポーツ政策公開トーク第2弾 ―プロ野球の地域貢献への取組み― 
田尾 安志さん（東北楽天ゴールデンイーグルス前監督） 

�LECTURE

MY JOB,  MY LIFE  ～シリ－ズ 私と「仕事」～ 
・吉田 達也さん（1996年文学部社会学科産業関係学専攻卒業） 
・大串 恵子さん（1987年商学部卒業） 

��

卒業生通信 
・川勝 健司さん（2002年法学部政治学科卒業） 
・川中 尚子さん（1998年商学部卒業） 

��

�
真に豊かな社会を生み出す社会的共通資本のあり方を研究する 
社会的共通資本研究センター 

��MY PURPOSE

『ONE PURPOSE』は学生・卒業生のみなさんと大学とのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。 
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。 
 

�

特 集  

00

同志社の研究は今 

※記載されている学年は取材時のものです 
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1980年8月に造成が始まった京田辺校地。 

5年と8ヵ月の工事期間を経て、1986年4月、 

1・2年次生8,590人とともに開校を迎えた。あれから20年。 

教育・研究・実験棟などが次々に建設された。 

1994年の工学部・工学研究科の統合移転や、 

2005年の文化情報学部開設を経て、約13,000人の学生が学んでいる。 

今回の特集では、キャンパス風景の移り変わりを通して、 

その歴史を振り返ってみたい。 

特 集 特 集 

現
在
進
行
形 

　  
キ
ャ
ン
パ
ス 
現
在
進
行
形 

　  
キ
ャ
ン
パ
ス 

京
田
辺
校
地
開
校
20
周
年
記
念 

京
田
辺
校
地
開
校
20
周
年
記
念 

京田辺校地 外観東面全景（1986年） 

京田辺校地 外観東面全景（2006年） 
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3つのリザーブ用地（R1～R3）に注目。現在、R1には光喜館や

恵喜館、R3には理化学館、有徳館、香知館などが立ち並ぶ。

同志社ローム記念館の建つ正門右手は木が生い茂る丘（2P

参照）だった。当時はいっそう広く感じられたことだろう。 

こ
の
実
、な
ん
の
実
？ 

　
京
田
辺
校
地
に
は
と
き
ど
き
珍

し
い
木
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、感
心

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ラ

ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
裏
の
ハ
ナ
ノ

キ
も
、環
境
省
か
ら
絶
滅
危
惧 

類

（
危
急
種
）に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
も
の
で
す
が
、あ
ま
り
人
目
を

ひ
く
こ
と
が
な
い
よ
う
で
す
。 

　
さ
て
、こ
の
実
、な
ん
の
実
？ 

　
か
な
り
の
人
は
こ
の
実
を
口
に
し

た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

　
答
え
は
、セ
イ
ヨ
ウ
ハ
シ
バ
ミ（
ヘ

ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
）。
実
を
包
ん
で
い
る

も
の
は
、葉
が
変
化
し
た
苞（
ほ
う
）

と
呼
ば
れ
る
部
分
で
、果
実
を
保
護

し
て
い
ま
す
。
中
の
果
実
の
殻
を
割

る
と
、お
な
じ
み
の
ナ
ッ
ツ
が
顔
を
出

す
と
い
う
次
第
。 

　
セ
イ
ヨ
ウ
ハ
シ
バ
ミ
の
花
は
、リ
ル

ケ
の
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
の
最
終

章
に
も
象
徴
的
に
登
場
し
ま
す
が
、

実
物
は
い
た
っ
て
地
味
で
、早
春
に

垂
れ
下
が
っ
た
雄
花
と
、ど
こ
に
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
雌
花
を
付

け
ま
す
。そ
の
頃
は
ま
だ
葉
は
な
く
、

花
が
咲
い
て
い
て
も
枯
れ
木
同
然
に

見
え
ま
す
。 

　
ど
こ
に
植
え
ら
れ
て
い
る
か
、あ

な
た
も
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
意
外

に
見
つ
け
や
す
い
場
所
に
あ
り
ま
す

よ
。 

「瀟洒な美術館をおもわせる」（同志社大学通信・1986年4月号）
と紹介されたラーネッド記念図書館は、開校当時から京田辺校地
のシンボル的存在。美しい芝生は変わらないが、図書館前のクス
ノキが大きく育っていることに20年間の歴史を感じる。 

ラーネッド記念図書館 

嗣業館 

2003年5月に交隣館が完成するまでは、正門をくぐると左手に嗣
業館が一望できた。開校当時は事務管理棟。現在は京田辺校
地教務事務室の他、学生支援センター、国際センター、キャリアセ
ンターが入る。 

絶
滅
危
惧
植
物 

光喜館・恵喜館 
元は、運動系サークルの練
習用地などとして使われて
いたリザーブ用地R1。
2004年3月にエネルギー変
換研究センターが入る光喜
館（写真中央奥）、2005年
4月には工学部教員の研究
室、実験実習室が入る恵
喜館（工学部研究室棟・写
真右）がそれぞれ竣工した。 
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3つのリザーブ用地

恵喜館、R3には理

同志社ローム記念

参照）だった。当時

見
え
ま
す
。 

　
ど
こ
に
植
え
ら
れ
て
い
る
か
、あ

な
た
も
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
意
外

に
見
つ
け
や
す
い
場
所
に
あ
り
ま
す

よ
。 

　
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で

絶
滅
危
惧
2
類
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
キ
ン
ラ
ン
」
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

角
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
キ
ン
ラ
ン
は
里
山
に
昔
か
ら
自
生

し
て
い
る
種
類
で
す
が
、戦
後
里
山

に
手
が
入
ら
な
く
な
る
に
つ
れ
て
、

姿
を
消
し
、今
で
は
め
っ
た
に
お
目

に
か
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

5
月
下
旬
頃
、茎
の
先
に
濃
い
黄
色

の
花
を
数
輪
咲
か
せ
ま
す
。 

　
京
田
辺
校
地
で
は
、こ
れ
ま
で
に

た
く
さ
ん
の
絶
滅
危
惧
種
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。マ
ツ
バ
ラ
ン
、オ
オ

ア
カ
ウ
キ
ク
サ（
以
上
全
国
指
定
）、

コ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ（
近
畿
地
方
限
定
）、

コ
ヒ
ロ
ハ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ（
京
都
府
指
定

予
定
）な
ど
で
す
。
さ
ら
に
指
定
予

備
軍
と
し
て
リ
ン
ド
ウ
な
ど
も
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
昔
か
ら
現
在
の

敷
地
内
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
学
術
調
査
で
は
記
録
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
数
が
た
い
へ
ん
少
な

い
の
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
助
教
授
　
光
田
重
幸
） 

南門東側道路から、大教室が入る知真館2号館、右奥に1号館を
臨む。建物の外観をほぼすべて見ることができた当時と比べ、写
真中央の厚生館保健センターの屋根が、今ではすっかり樹木に
隠れてしまっているのがわかる。 

知真館1号館・2号館外観南東面 

キャンパス 
MAP

1986開校当初からある教室棟の1つ。京田辺校地で学ぶ学生のほとんど
が利用する。小教室の他、現在は111番教室にキリスト教文化セン
ター集会室がある。中庭の樹木は3階上部に届くほど成長したが、ベ
ンチで休憩をしたり、昼寝をしたりする学生の姿は昔も今も変わらない。 

知真館1号館（TC1） 

絶
滅
危
惧
植
物 

「
キ
ン
ラ
ン
」
を
発
見 

こだわりの石垣 
正門から南門まで連なる石
垣には、良質な花崗岩の産
地、広島県尾道沖で採石さ
れた岩を使用。横目地の通
った層と通らない層を組み
合わせた整層乱積という工
法で積み上げた。現在は風
化のためやや黒っぽく見え
るが、開校当時は淡く赤み
がかった美しい色だった。 
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史
跡
で
見
る 

京
田
辺
地
区
の
歴
史 
史
跡
で
見
る 

京
田
辺
地
区
の
歴
史 

辰
巳 

和
弘 

歴
史
資
料
館
教
授 

弥
生
時
代
後
期
の
集
落
址 

  
　
京
田
辺
校
地
付
近
に
は
、も
と
も
と
は
住
宅
地
と

し
て
の
造
成
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
6
6
年
に

工
事
が
始
ま
る
と
、現
在
の
同
志
社
国
際
高
等
学
校

の
裏
手
に
位
置
す
る
天
神
山
の
丘
陵
上
で
多
く
の
土

器
が
採
集
さ
れ
ま
し
た
。「
天
神
山
遺
跡
」の
発
見
で

す
。
同
志
社
大
学
が
新
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
の
た
め
土
地

を
購
入
し
た
の
は
そ
の
翌
年
。
1
9
6
8
年
に
は
、学

生
た
ち
と
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、弥

生
時
代
後
期（
2
〜
3
世
紀
）、広
場

を
取
り
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
20

戸
の
竪
穴
住
居
址
の
存
在
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
木
津
川
の
流
れ
や

田
園
地
帯
を
見
渡
せ
る
高
台
に
あ

る
の
は
、魏
志
倭
人
伝
に
伝
え
ら
れ

る
争
乱
期
に
あ
っ
た
集
落
の
特
徴
だ

と
考
え
ら
れ
、今
年
3
月
に
は
京
田

辺
校
地
で
初
め
て
と
な
る
京
都
府
指

定
文
化
財（
史
跡
）に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、デ
イ
ヴ
ィ
ス
記
念
館
の

南
側
に
は
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴

式
石
室
群
で
あ
る
「
下
司
古
墳
群
」
、

校
地
南
側
の
普
賢
寺
谷
に
面
し
た

丘
陵
一
帯
に
は
、15
〜
16
世
紀
頃
の

有
力
農
民
の
居
館
跡
「
都
谷
中
世

居
館
群
跡
」
が
保
存
さ
れ
、考
古
学

や
日
本
史
の
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。い
く

つ
も
の
遺
跡
が
保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
る
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
は
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

　
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
の
西
側
に
は
「
継
体
天
皇

皇
居
故
趾
碑
」（
1
9
2
8
年
建
立
）と
「
筒
城
宮

趾
碑
」（
1
9
6
1
年
建
立
）が
あ
り
ま
す
。『
日
本

書
紀
』に
は
、6
世
紀
初
め
の
継
体
天
皇
が
「
筒
城
に

遷
都
し
た
」
と
み
え
ま
す
。
綴
喜
郡
田
辺
町
多
々
羅 

都
谷
と
い
う
地
名
か
ら
推
測
さ
れ
た
も
の
で
、学
問
的

な
根
拠
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、今
後
の
研
究
課

題
だ
と
い
え
ま
す
。
も
と
は
学
外
に
あ
っ
た
も
の
で
す

が
、何
度
か
の
移
転
を
経
て
現
在
の
場
所
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。 

   

　
京
田
辺
校
地
の
あ
る
南
山
城
地
区
は
、奈
良
時
代

に
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
地
形
的
に
、

奈
良
か
ら
北
へ
抜
け
る
唯
一
の
ル
ー
ト
が
木
津
川
の
両

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

を

点
に
、

と

筒
城
宮
趾
碑 

奈
良
時
代
の
繁
栄 

げ

し

 

●

●

 

●

●

 

つ

つ

き

の

み

や
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校
地
南
側
の
普
賢
寺
谷
に
面
し
た

丘
陵
一
帯
に
は
、15
〜
16
世
紀
頃
の

有
力
農
民
の
居
館
跡
「
都
谷
中
世

居
館
群
跡
」
が
保
存
さ
れ
、考
古
学

 

　
京
田
辺
校
地
の
あ
る
南
山
城
地
区
は
、奈
良
時
代

に
は
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
地
形
的
に
、

奈
良
か
ら
北
へ
抜
け
る
唯
一
の
ル
ー
ト
が
木
津
川
の
両

岸
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
平
城
京
を
起
点
に
、都
と
地
方

を
結
ぶ
道
路（
官
道
）が
整
備
さ
れ
、木
津
川
の
東
側

を
通
る
道
は
北
陸
道
や
東
山
道
へ
、西
側
を
通
る
道

は
山
陽
・
山
陰
道
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
都
と
地

方
を
往
来
す
る
使
者
が
馬
を
乗
り
継
ぐ
中
継
地
点

を
、駅
と
呼
び
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅
の
西
側
に
あ

る
二
又
交
差
点
付
近
に
は
「
山
本
駅
」
が
あ
り
ま
し

た
。
駅
は
30
里（
約
16 
d
）ご
と
に
設
け
ら
れ
ま
し
た

が
、山
本
駅
は
都
か
ら
最
初
の
駅
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
て
幹
線
道
路
が
発
達
す
る
と
有
力
豪

族
が
屋
敷
を
構
え
る
よ
う
に
な
り
、多
く
の
寺
院
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
三
山
木
交
差
点
か
ら
南
へ
す
ぐ

の
佐
牙
神
社
内
に
は
、「
三
山
木
廃
寺
の
碑
」
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
西
門
の
近
く
、大
御
堂
観
音
寺（
普

賢
寺
）に
は
国
宝
の
「
十
一
面
観
音
立
像
」
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
木
津
川
を
越
え
た
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
東

側
、山
城
町
の
蟹
満
寺
の
本
尊
「
釈
迦
如
来
坐
像
」

も
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、南
山
城
は
日
本
で
初
め
て
養
蚕
が
行
わ
れ

た
地
域
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
拠
と
な
る

の
が
、『
古
事
記
』に
出
て
く
る
「
筒
木
の
韓
人
、名
は

奴
理
能
美
」
が
蚕
を
飼
っ
て
い
た
、と
い
う
記
述
で
す
。

京
田
辺
市
は
1
9
9
7
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
る

ま
で
綴
喜
郡
で
し
た
。「
筒
木
」
が
後
に
「
綴
喜
」
と

い
う
郡
名
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
6
世
紀
頃

に
や
っ
て
き
た
渡
来
人
が
こ
の
地
に
住
み
つ
き
、最
新

の
技
術
と
文
化
を
伝
え
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。こ
の

よ
う
に
し
て
、南
山
城
地
区
の
「
文
化
の
回
廊
」
と
し

て
の
役
割
は
、京
に
都
が
移
る
8
世
紀
頃
ま
で
続
き

ま
し
た
。 
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奈
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時
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り
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京
都
府
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
天
神
山
遺
跡
」 

京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ 
1993年から始まった「京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ」は、京田辺市と本学が協力して、公開講座を通して生涯学習を支援し、心豊かな自己と生き
生きした文化的な地域づくりをめざして実施しています。開講当初は、京田辺市の施設で実施されていましたが、市民からの強い要望もあり、2001年か
らは、すべての講義を同志社大学京田辺校地で開講しています。講座は5月から12月（8月を除く）までの7回で、内容は社会変化の状況や将来を展望
した学習内容が多く、京田辺市民はもとより周辺の市町村、近畿地方各府県の参加者も増加しています。毎年継続して受講希望される方も多く、たい
へん好評を得ています。今後も生涯学習の場として、市民ニーズに対応した講座を中心に開講していきます。 

同志社京田辺祭2006（京田辺市共催） 
2005年度に締結された京田辺市との包括協定や、文部科学省の
「特色ある大学教育支援プログラム」「現代的教育ニーズ取組支
援プログラム」の採択、同志社創立130周年をきっかけにキャンパ
スの活性化の一つとして実施されました。今年は、京田辺校地開校
20周年を記念して、内容をさらに充実して開催する予定です。 

通学指導 
近隣住民への迷惑防止や安全な通学の観点から、専用通学路を通行す
るよう指導します。あわせて、ゴミ・たばこ等のポイ捨て禁止などのマナー
指導も行います。同志社大学生として、通学時のマナーを心がけましょう。 

京田辺校地 INFORMATION

＜申し込み方法＞本学ホームページ（http://www.doshisha.ac.jp/lifelong/event/hc.html）をご覧ください。 

●日程：２００６年１１月４日（土）・５日（日） 
●内容：京田辺校地開校２０周年記念式典、スポーツフェスティバル、講演会、 
　　　  フリーマーケット、ライブ演奏、パネル展示、 
　　　 地域ＧＰ（けいはんな知的特区活性化デザインの提案）関係催し、 
　　　 京田辺市主催・共催行事（演奏会、花火）等 
注）スポーツフェスティバルは学年暦で休講。京田辺祭2005から祭の一環としての位置づけもしている。 

●期間：４月１日～２週間程度（予定）　 
●場所：近鉄興戸駅、ＪＲ同志社前駅付近を中心とした通学路 

  5月13日（土） 

  6月  3日（土） 

  7月  1日（土） 

  9月  2日（土） 

10月  7日（土） 

11月11日（土） 

12月  9日（土） 

月　日 講 義 テ ー マ  講 師  備 考  

ジェンダーと教育 ―大学教育をめぐって― 

会計の国際的統合と日本の立場 

健康促進のために酸化と上手につきあおう 

浮世絵のメディア学 ―生産から消費まで― 

高齢者と子どもがよりよく生きるためのスポーツと運動  ―ドイツを例にして― 

スポーツの商業化と法律問題 

少子高齢化社会における雇用と労働 

言語文化教育研究センター所長・教授　松久 玲子 

商学部商学科教授    松本 敏史 

工学部環境システム学科教授　野口 範子 

文学部美学芸術学科教授　岸 文和  

社会学部教育文化学科教授    田附 俊一 

政策学部政策学科助教授　川井 圭司  

経済学部経済学科教授　馬場 浩也 

開講式 

閉講式 

■2006（平成18）年度 京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ 
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「
第
二
寮
」
は
、同
志
社
に
と
っ
て
は「
重
要
文
化
財
」

で
あ
る
。
自
前
校
舎
の
第
1
号
で
あ
る
ば
か
り
か
、栄

え
あ
る
英
学
校
第
1
回
卒
業
式（
1
8
7
9
年
6
月

12
日
）は
こ
の
1
階
で
挙
行
さ
れ
た
。
新
島
襄
は
校
長

式
辞
の
中
で（
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
壁

面
に
あ
る
）Go,g

o,g
o 
in
 
p
eace.

を
獅
子
吼
し
て
、世
に
言
う
「
熊
本

バ
ン
ド
」
の
神
学
生
15
人
を
こ
こ
か

ら
世
に
送
り
出
し
た
。 

　
さ
ら
に
周
知
の
「
自
責
の
杖
」
事

件（
1
8
8
0
年
4
月
13
日
）の
現

場
で
も
あ
る
。
間
取
り
は
2
階
が

寮
室
、1
階
が
教
室
で
、式
典
や
礼

拝
は
ふ
た
つ
の
教
室
を
ぶ
っ
通
し
て

使
っ
て
い
た
。 

 

由
緒
あ
る
こ
の
建
物
は
そ
の
後
、

数
奇
な
運
命
を
辿
る
。
こ
れ
だ
け

校
地
を
放
浪
し
た
建
造
物
も
珍
し

い
。
ま
ず
は
今
出
川
。つ
い
で
、室
町
、

の
ち
女
子
部
今
出
川
。
最
後
は
京

田
辺
、そ
れ
も
国
際
高
等
学
校
か

ら
大
学
へ
、で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の

は
、
京
田
辺
で
も
建
築
第
1
号
と

な
っ
た
点
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
こ
れ
だ
け
長
く
第 

一 

線
に
立
ち
続
け
た 

建
物
も
珍
し
い
。
1
8
7
6
年
の
竣
工
以
来
、

1
9
7
1
年
ま
で
、実
に
95
年
に
わ
た
っ
て
現
役
と

し
て
用
い
ら
れ
た
。 

　
詳
し
く
言
う
と
、1
8
7
5
年
11
月
、同
志
社
英

学
校
は
京
都
御
苑
東
の
高
松
邸
を
借
家
し
て
「
仮

校
舎
」
と
し
た
。
翌
年
9
月
、旧
薩
摩
藩
邸
跡（
現
神

学
館
北
方
）に
校
舎
2
棟
を
新
築
し
て
、寺
町
か
ら

移
転
し
た
。こ
の
と
き
の
自
前
校
舎
こ
そ
、第
一
寮
と

第
二
寮
で
あ
る
。 

　
そ
の
後
、ク
ラ
ー
ク
記
念
館
新
築（
1
8
9
3
年
）

の
た
め
に
、第
二
寮
は
室
町（
同
志
社
預
備
校
が
あ
っ

た
）に
追
い
や
ら
れ
、普
通
教
室
と
な
っ
た
。一
方
の
第
一

寮
は
、い
ず
れ
の
時
点
か
不
明
で
あ
る
が
、取
り
壊
さ

れ
て
い
る
。 

　
そ
の
後
、預
備
校
は

閑
古
鳥
が
鳴
き
始
め
、

一
方
で
女
学
校
は
校
舎
・

寄
宿
舎
不
足
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、旧
第
二
寮
は

1
9
0
3
年
に
後
者

へ
移
さ
れ
、改
修
の
う

え
「
新
島
館
」
と
し
て

再
活
用
さ
れ
た
。
1
階
は
普
通
教
室
と
音
楽
教
室
、

2
階
は
英
文
科
学
生
寮
で
、Ｍ
・
Ｆ
・
デ
ン
ト
ン
が
管

理
し
た
。
そ
の
後
も
、校
舎
、あ
る
い
は
寮（
平
安
寮
、

つ
い
で
大
沢
寮
）と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。 

　
1
9
7
1
年
2
月
、女
子
中
高
の
校
舎
新
築
の
た

め
に
新
島
館
は
京
田
辺
に
移
さ
れ
た
。
京
田
辺
は
、

1
9
6
6
年
に
最
初
の
売
買
契
約
を
同
志
社
が
近

鉄
と
結
ん
で
以
来
、女
子
大
学
体
育
施
設
を
除
け
ば
、

未
使
用
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
移
転
に
つ
い
て

は
学
内
の
理
解
も
得

ら
れ
難
か
っ
た
。 

　
そ
う
し
た
懸
念
を

払
拭
す
る
意
味
か
ら
も
、

1
9
7
0
年
に
教
職

員
住
宅
地
（
同
志
社

団
地
）が
造
成
さ
れ
た
。
翌
年
の
新
島
館
移
転
は
記

念
建
造
物
と
し
て
の
保
存
措
置
で
あ
っ
た
。
だ
が
、無

人
の
校
地
に
ぽ
つ
ね
ん
と
佇
む
姿
に
は
、ど
こ
か
違
和

感
が
伴
っ
た
。 

 

1
9
8
0
年
に
同
志

社
国
際
高
等
学
校
が

京
田
辺
に
開
校
し
た

の
で
、
旧
第
二
寮
は
解

体
さ
れ
た
。
資
材
だ
け

が
高
校
校
地
の
端
に

野
積
み
に
さ
れ
た
。
し

か
し
、こ
こ
も
安
住
の

地
で
は
な
か
っ
た
。テ
ニ

ス
コ
ー
ト
拡
張
の
た
め
再
度
、移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
、現
在
は
1
9
8
6
年
に
よ
う
や
く
移
転
を
果
た

し
た
大
学
が
、硬
式
野
球
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
の
施
設

部
新
倉
庫
に
資
材
を
保
管
す
る
。 

 

要
す
る
に
他
日
の
再
建
待
ち
で
あ
る
。で
は
、ふ
さ

わ
し
い
再
建
場
所
と
は
。
岩
倉
移
転
後
の
中
学
校
、

そ
れ
も
彰
栄
館
増
築
部
分
を
撤
去
し
た
あ
た
り
が

最
適
か
。
そ
う
な
れ
ば
、今
出
川
校
地
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
は
同
志
社
の
歴
史
的
遺
産
が
立
ち
並
ぶ
「
歴

史
街
道
」
と
し
て
一
層
、
風
格
と
趣
を
増
す
は
ず
で

あ
る
。 

第一寮（右）と第二寮（左）。中間は食堂。 

女子部に移った第二寮（新島館） 

京田辺に移った第二寮 

再建を待つ第二寮の資材 

Column
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1954年1月8日生まれ。1976年ドラフト1位で中日ドラゴンズ入団。
同年、セ・リーグ新人王。その後、西武ライオンズ、阪神タイガースに
移籍し、1991年に引退。引退後は、野球評論家としてメディアで活
躍。2004年、東北楽天ゴールデンイーグルスの初代監督に就任した。 

田尾 安志さん 
【1976年文学部社会学科産業関係学専攻卒業】 

　
2
0
0
4
年
10
月
、私
は
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
監
督
就
任
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
年
は
プ
ロ
野
球
再
編
問
題
が
世
間
を
賑
わ
せ

て
い
ま
し
た
が
、私
は
、地
域
に
密
着
し
、人
々
か
ら

愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
作
り
こ
そ
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。例
え
ば
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
、マ
リ
ナ
ー

ズ
の
本
拠
地
で
あ
る
シ
ア
ト
ル
市
は
人
口
約
55
万

人
の
地
方
都
市
で
す
。し
か
し
、マ
リ
ナ
ー
ズ
は
大

リ
ー
グ
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
動
員
数
を
誇
っ
て
い
ま

す
。と
い
う
こ
と
は
、本
拠
地
を
仙
台
に
置
く
イ

ー
グ
ル
ス
も
、人
気
球
団
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。私
は
、地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
な
る
よ
う
に
と
、オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て

「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
楽
天
の
ロ
ゴ
を
入
れ
な
い
で
ほ
し

い
」と
申
し
出
ま
し
た
。彼
は
そ
の
場
で
了
承
し
て

く
れ
ま
し
た
。私
の
理
想
が
叶
う
と
期
待
し
て
い

た
の
で
す
が
、で
き
あ
が
っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
見
る

と
、そ
う
で
は
な
か
っ
た
。私
の
考
え
は
オ
ー
ナ
ー

に
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

　
そ
ん
な
中
で
チ
ー
ム
は
始
動
し
ま
し
た
。開
幕

前
の
1
月
、私
た
ち
は
お
披
露
目
の
パ
レ
ー
ド
を

行
い
、仙
台
の
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。あ

り
が
た
い
こ
と
に
、大
勢
の
人
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。選
手
一
人
ひ
と
り
を
紹
介
し
た
後
、私
は

「
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
選
手
た
ち
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
で

す
。皆
さ
ん
の
力
で
、良
い
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。仙
台
の
皆
さ
ん
は

本
当
に
温
か
か
っ
た
。私
の
選
手
時
代
の
阪
神
や

中
日
の
フ
ァ
ン
と
違
い
、4
月
に
11
連
敗
し
た
時
で

さ
え
も
、野
次
を
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。私
は
選
手
を
集
め
て
言
っ
た
も
の
で
す
。

結
果
と
し
て
負
け
る
の
は
仕
方
な
い
が
、各
自
が

持
っ
て
い
る
能
力
を
精
一
杯
出
し
て
プ
レ
ー
し
て
く

れ
、と
。選
手
は
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ

の
姿
を
見
て
、フ
ァ
ン
は
応
援
し
て
く
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。野
次
が
な
か
っ
た
の
は
、選
手
を
自
分

た
ち
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
と
感
じ
て
く
れ
た
か
ら
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。仙
台
の
街
で
イ
ー
グ
ル
ス
の
キ

ャ
ッ
プ
を
被
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
つ
け
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。応
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン

が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、負
け
が
続
い
て
も
心
の
支

え
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、開
幕
後
1
カ
月
で
、

チ
ー
ム
の
人
事
が
動
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私

は
、配
置
を
換
え
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

進
言
し
ま
し
た
が
、結
局
、マ
ー
テ
ィ・
キ
ー
ナ
ー
ト

Ｇ
Ｍ
が
解
任
さ
れ
、山
下
大
輔
と
駒
田
徳
広
の
両

コ
ー
チ
が
2
軍
に
降
格
さ
れ
ま
し
た
。オ
ー
ナ
ー

に
は
、オ
ー
プ
ン
戦
を
好
成
績
で
終
え
た
印
象
が

強
く
残
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
そ
の
後
、選
手
が
奮
起
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

7
月
に
は
月
間
勝
ち
越
し
を
果
た
し
ま
し
た
が
、

8
月
に
2
度
目
の
11
連
敗
を
喫
し
ま
し
た
。こ
の

日
オ
ー
ナ
ー
か
ら「
次
の
試
合
に
負
け
た
ら
休
養

を
取
っ
て
は
ど
う
か
」と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。も
し

勝
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、と
聞
く
と「
そ
の
ま
ま
続

け
れ
ば
い
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。た
っ
た
1
試
合

で
チ
ー
ム
を
変
え
て
し
ま
う
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。当
然
、私
は
拒
否
し
ま
し
た
。し
か
し
、残
り

2
試
合
を
残
し
た
9
月
25
日
、来
季
の
契
約
を

行
わ
な
い
と
通
告
さ
れ
ま
し
た
。功
労
金
を
支
給

す
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、受
け
取
り
ま
せ
ん
で

し
た
。振
り
返
っ
て
み
る
と
、オ
ー
ナ
ー
、フ
ロ
ン
ト

と
戦
っ
て
き
た
1
年
間
で
し
た
。 

　
選
手
は
ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
十
分
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。し
か
し
、理
想
の
チ
ー
ム
と
な
る
に
は
、

フ
ロ
ン
ト
の
姿
勢
を
含
め
、か
な
り
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。例
え
ば
、

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
1
つ
で
あ
る
公
開
練
習
も
、球

団
は
入
場
料
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。私
が
こ
の
事

実
を
知
っ
た
後
は
無
料
に
し
ま
し
た
が
、こ
れ
で
は

本
当
に
地
域
密
着
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
疑
問
で

す
。球
団
は
5
千
万
円
以
上
の
黒
字
を
確
保
し

た
そ
う
で
す
が
、真
の
成
功
は
地
域
の
人
々
が
ど

れ
だ
け
認
め
て
く
れ
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。た
し
か
に
、球
団
を
維
持
す
る
に
は
企

業
の
バッ
ク
ア
ッ
プ
も
必
要
で
す
。し
か
し
、何
よ
り

も
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
作
る
べ
き
で
、

そ
れ
に
は
、「
私
利
私
欲
を
捨
て
る
」と
い
う
の
が

持
論
で
す
。将
来
、野
球
界
の
発
展
を
め
ざ
す
な

ら
、各
球
団
だ
け
で
な
く
、プ
ロ
野
球
界
が
一
体
と

な
り
、ど
の
よ
う
に
地
域
に
貢
献
す
る
べ
き
か
を

考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

12月17日、今出川校地明徳館21番教室で、スポーツと地域の関わりを考える「ス
ポーツ政策公開トーク―プロ野球の地域貢献への取組み―」が開催された。新
川達郎総合政策科学研究科長、コーディネーターの横山勝彦法学部教授の挨拶
に続き、東北楽天ゴールデンイーグルス前監督の田尾安志さんが講演を行った。 

スポーツ政策 
公開トーク第2弾 
―プロ野球の地域貢献への取組み― 

� � � � � � �
現
京田

特集 

の
ち
女
子
部
今
出
川

最
後
は
京

田
辺
、そ
れ
も
国
際
高
等
学
校
か

ら
大
学
へ
、で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の

は
、
京
田
辺
で
も
建
築
第
1
号
と

　
1
9
7
1
年
2
月

女
子
中
高
の
校
舎
新
築
の
た

め
に
新
島
館
は
京
田
辺
に
移
さ
れ
た
。
京
田
辺
は
、

1
9
6
6
年
に
最
初
の
売
買
契
約
を
同
志
社
が
近

鉄
と
結
ん
で
以
来
、女
子
大
学
体
育
施
設
を
除
け
ば
、

最
適
か

そ
う
な
れ
ば

今
出
川
校
地
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
は
同
志
社
の
歴
史
的
遺
産
が
立
ち
並
ぶ
「
歴

史
街
道
」
と
し
て
一
層
、
風
格
と
趣
を
増
す
は
ず
で

あ
る
。 

第一寮（右）と第二寮
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【
社
会
的
共
通
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
】 

 

　社会的共通資本とは、一つの国または特定の地域に住む人々が、豊かな経済生活や文化生活を営み、人間的
に魅力ある社会を持続的・安定的に維持する社会の仕組みや自然環境のこと。「社会的共通資本研究センター」
は、社会的共通資本のあり方を問い直し、真に豊かな社会を生み出す制度的枠組みや管理・運営形態について
研究する拠点をめざす。この分野の世界的権威であるセンター長の宇沢弘文専任フェローにお話を伺った。 
 

SCCRディスカッション・ペーパー…研究成果発表前に、関連研
究者からコメントをもらうためのもの。論議の叩き台になる。 

真に豊かな社会を生み出す 
社会的共通資本の 
あり方を研究する 

同 志 社 の 研 究 は 今  

　
最
初
に
、社
会
的
共
通
資
本
の
考
え
方
が
私
の

心
の
中
に
芽
生
え
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
シ
カ
ゴ
大
学
か
ら
東
京
大
学
へ
移
っ
た

1
9
6
8
年
当
時
の
こ
と
で
す
。私
は
、水
俣
病

研
究
の
第
一
人
者
だ
っ
た
熊
本
大
学
医
学
部
助
教

授
の
原
田
正
純
氏
と
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。昔
、

水
俣
は
豊
か
な
漁
場
で
し
た
。地
元
の
漁
師
た
ち

は
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
り
、漁
場
を
大
切
に

管
理
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、昭
和
の
初
め
頃
か

ら
、新
日
本
窒
素
肥
料
の
工
場
が
メ
チ
ル
水
銀
を

含
ん
だ
廃
液
を
垂
れ
流
し
た
こ
と
で
、美
し
い
海

は
毒
々
し
い
色
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
廃

液
が
水
俣
病
の
原
因
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、政

府
と
工
場
は
病
状
が
深
刻
に
な
る
ま
で
、廃
液
と

発
病
と
の
因
果
関
係
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
さ
に
、戦
後
日
本
社
会
の
矛
盾
を

象
徴
し
た
事
件
だ
と
い
え
ま
す
。社
会
に
と
っ
て

共
通
の
財
産
で
あ
る
べ
き
漁
場
を
、政
府
や
企
業

が
破
壊
し
、そ
の
結
果
、地
域
の
人
々
が
被
害
を

受
け
る
。自
然
を
公
共
財
だ
と
み
な
す
こ
れ
ま
で

の
経
済
学
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
事
象
で
し
た
。

人
々
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
事
な
自
然
を
、経
済

学
の
見
地
か
ら
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
か
。こ
れ
が

社
会
的
共
通
資
本
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
で

し
た
。 

　
社
会
的
共
通
資
本
の
考
え
方
は
、経
済
学
の
出

発
点
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。『
国
富
論
』を
書
い
た

ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
は
、1
7
2
3
年
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
併
合
さ
れ
て
間
も
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
し

い
港
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。併
合
に
よ
っ
て
故
郷

の
文
化
、歴
史
、自
然
が
破
壊
さ
れ
た
様
子
を
見

て
育
っ
た
彼
は
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
を
出
て
17
歳
で

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。当
時
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
イ
ギ
リ
ス
支
配
階
級
の
た
め

の
大
学
と
い
う
面
が
強
か
っ
た
た
め
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
の
ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
は
差
別
さ
れ
、苦
し
い
生

活
を
味
わ
い
ま
す
。そ
し
て
本
国
に
戻
り
、グ
ラ
ス

ゴ
ー
大
学
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
。当
時
は
経
済

学
と
い
う
学
問
は
な
く
、彼
は
道
徳
哲
学
の
教
授

に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、39
歳
で『
道
徳
感
情
論
』

と
い
う
書
物
を
出
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、人
間
が

人
間
ら
し
く
生
き
る
社
会
は
、あ
る
程
度
経
済
的

に
、物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
書
い
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
17
年
か
け
て
書
い

た
の
が
1
7
7
6
年
の
『
国
富
論
』
で
す
。

1
7
7
6
年
は
、『
国
富
論
』の
他
に
、歴
史
に
残

る
書
物
が
2
冊
出
さ
れ
て
い
ま
す
。1
冊
は
ト
マ

ス・ペ
イ
ン
の『
コ
モ
ン・
セ
ン
ス
』で
す
。ペ
イ
ン
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
過
酷
な
植
民
地
支
配
の
も
と
で
非
常

に
苦
し
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
対
し
て
、独

立
の
戦
い
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
、と
主
張
し
ま

し
た
。も
う
1
冊
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン
の『
ロ
ー

マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
1
巻
で
、栄
華
を
極
め
た

ロ
ー
マ
帝
国
が
、強
力
な
軍
隊
や
土
木
技
術
を
社

会
正
義
に
反
し
た
形
で
使
っ
た
た
め
に
崩
壊
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
記
し
ま
し
た
。「
自
分
が
書
き
た
か

っ
た
の
は
こ
う
い
う
本
だ
」と
、ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
は
ギ

ボ
ン
に
手
紙
を
送
っ
た
そ
う
で
す
。と
こ
ろ
で
、『
国

富
論
』（W

ealth of N
ations

）の
”Nation

“は
、

国
土
と
国
民
を
総
体
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
で
、

決
し
て
統
治
機
構
と
し
て
の
国
家
で
は
な
い
と
ア

ダ
ム・ス
ミ
ス
は
強
調
し
て
い
ま
す
。こ
のW

ealth 

of N
ations

か
ら
経
済
学
が
始
ま
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
中
心
テ
ー
マ
は「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
、ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
の

著
書
は
難
解
だ
っ
た
た
め
、古
典
派
経
済
学
と
は

何
か
と
い
う
論
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。そ
の
答
え

と
な
る
書
物
が
1
8
4
8
年
に
出
さ
れ
た
J
・
S
・

ミ
ル
の『
経
済
学
原
理
』で
す
。ミ
ル
は「
定
常
状

態（
マ
ク
ロ
経
済
的
な
変
数
、国
民
所
得
や
消
費
や

投
資
、あ
る
い
は
物
価
水
準
が
一
定
の
状
態
）の
中

で
人
々
は
華
麗
な
人
間
的
な
営
み
を
行
っ
て
い
る
」

と
主
張
し
、ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
が
求
め
て
い
た
理
想
像

を
示
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
ミ
ル
の
書
物
に
対
し
て
は
、マ
ク
ロ
経

う
世
界
最
高
の
水
利
文
明
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

な
い
家
や
田
ん
ぼ
の
状
態
が
良
く
な
い
家
は
必
ず

に
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
の
会
長
を
務
め
た
マ
ー
ガ
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　社会的共通資
に魅力ある社会
は、社会的共通
研究する拠点を
 

2月3日に開催されたワークショップ 
「京唐紙　唐長の世界」。 
西村卓経済学部教授の進行で、 
唐長11代当主・千田堅吉氏を 
ゲスト・スピーカーに迎え、老舗商店が 
守り伝える伝統技法について理解を深めた。 

真に
社会
あり

社会的共通資本研究センター関連の著書 

同 志

に
併
合
さ
れ
て
間
も
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
貧
し

い
港
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。併
合
に
よ
っ
て
故
郷

の
文
化
、歴
史
、自
然
が
破
壊
さ
れ
た
様
子
を
見

て
育
っ
た
彼
は
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
を
出
て
17
歳
で

に
苦
し
ん
で
い
た
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
対
し
て
、独

立
の
戦
い
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
、と
主
張
し
ま

し
た
。も
う
1
冊
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ボ
ン
の『
ロ
ー

マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
1
巻
で
、栄
華
を
極
め
た

投
資
、あ
る
い
は
物
価
水
準
が
一
定
の
状
態
）の
中

で
人
々
は
華
麗
な
人
間
的
な
営
み
を
行
っ
て
い
る
」

と
主
張
し
、ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
が
求
め
て
い
た
理
想
像

を
示
し
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
ミ
ル
の
書
物
に
対
し
て
は
、マ
ク
ロ
経

済
的
な
変
数
は
一
定
だ
が
社
会
に
入
っ
て
み
る
と

華
麗
な
人
間
的
な
営
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

の
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
問
題

提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者

ソ
ー
ス
テ
イ
ン・ヴ
ェ
ブ
レ
ン
が
こ
れ
に
答
え
、「
経
済

学
者
の
仕
事
は
、ア
ダ
ム・ス
ミ
ス
や
ミ
ル
が
理
想
と

し
て
い
た
よ
う
な
社
会
、つ
ま
り
人
間
の
尊
厳
が

保
た
れ
、魂
の
自
立
が
図
ら
れ
、市
民
的
権
利
を

最
大
限
に
享
受
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
制
度
を
考
え
る
こ
と
だ
」と
し
ま
し
た
。

こ
の
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
経
済
的
制
度
を
具
体
化
さ
せ

た
も
の
が
、社
会
的
共
通
資
本
の
考
え
方
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
自
然
環
境
、道
路
や
交
通
機
関
な
ど
の
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、教
育
・
医
療
・
金
融

な
ど
の
社
会
的
共
通
資
本
を
ど
う
や
っ
て
管
理
・

維
持
し
、社
会
正
義
に
か
な
っ
た
形
で
分
配
し
て
い

く
か
を
考
え
る
こ
と
。こ
れ
は
経
済
学
者
の
重
要

な
仕
事
で
す
。 

　
特
に
自
然
環
境
に
目
を
向
け
る
と
、歴
史
的
に

は
コ
モ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
る
社
会
組
織
が
安
定
的
持

続
的
に
管
理
し
て
い
ま
し
た
。 

　
数
年
前
、ス
リ
ラ
ン
カ
の
独
立
記
念
式
典
に
参

加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
た
め
池

灌
漑
の
技
術
が
な
く
、日
本
に
調
査
団
を
送
っ
て

技
術
を
学
び
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、日
本
に
は
た
め
池
が
も
う
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
年
に
2
回
の
モ
ン
ス
ー
ン
以
外
、

ほ
と
ん
ど
雨
の
降
ら
な
い
国
で
す
。し
か
し
、紀
元

前
か
ら
3
〜
4
世
紀
に
か
け
て
は
、シ
ン
ハ
リ
と
い

う
世
界
最
高
の
水
利
文
明
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

た
め
池
か
ら
引
い
た
水
で
家
々
の
庭
に
は
植
物
が

生
い
茂
り
、美
し
い
景
観
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
灌
漑
技
術
を
、留
学
先
の
唐
・
長
安
で

知
っ
た
の
が
讃
岐
出
身
の
空
海
で
し
た
。讃
岐
も

ス
リ
ラ
ン
カ
に
似
て
、雨
が
少
な
い
気
候
だ
っ
た
よ

う
で
す
。で
き
る
だ
け
早
く
日
本
に
帰
っ
て
こ
れ

を
伝
え
た
い
と
考
え
た
空

海
は
、通
常
20
年
ほ
ど
か
か

る
留
学
を
2
年
で
切
り
上

げ
ま
し
た
。朝
廷
に
願
い
出

て
別
当
と
い
う
役
職
を
得

る
と
、故
郷
の
人
々
と
協
力

し
て
、満
濃
池
と
い
う
巨
大

な
た
め
池
の
大
修
復
工
事

に
あ
た
り
ま
し
た
。空
海
は

そ
の
後
日
本
全
国
を
ま
わ
り
、た
め
池
灌
漑
の
技

術
を
広
め
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
だ
け
で
な
く
、た

め
池
灌
漑
に
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、ど
う
い
う
風
に
使
う
か
と
い
う
ル
ー

ル
を
詳
し
く
作
り
ま
し
た
。例
え
ば
、働
き
手
の
い

な
い
家
や
田
ん
ぼ
の
状
態
が
良
く
な
い
家
は
必
ず

優
先
さ
せ
る
な
ど
の
決
ま
り
が
あ
っ
た
、と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
後
に
ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ
ギ
リ
ス
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

植
民
地
に
な
り
ま
し
た
。イ
ギ
リ
ス
は
軍
隊
を
送

り
込
み
、た
め
池
を
次
々
と
壊
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、た
め
池
を
持
っ
て
い
る
村
は
自
給
自
足

で
き
る
の
で
、植

民
地
支
配
が
及

ば
な
く
な
る
こ
と

を
恐
れ
た
た
め
で

し
た
。
同
じ
こ
と

は
日
本
で
も
行

わ
れ
ま
し
た
。明

治
政
府
は
江
戸

時
代
ま
で
残
っ
て

い
た
た
め
池
を
破

壊
し
ま
し
た
。大

き
な
ダ
ム
を
造
っ

て
中
央
集
権
的

に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
よ
う
に
変
え

て
い
っ
た
の
で
す
。 

　
コ
モ
ン
ズ
に
は
、森
林
の
入
会
制
度
と
い

う
形
態
も
あ
り
ま
す
。岩
手
県
に
小
繋
と

い
う
集
落
が
あ
り
ま
す
。明
治
時
代
以
前

は
入
会
制
度
が
保
た
れ
、森
林
を
生
活
や

農
業
に
使
い
な
が
ら
持
続
的
に
維
持
し
て

い
ま
し
た
が
、明
治
以
降
は
そ
の
コ
モ
ン
ズ

が
山
林
原
野
官
民
有
区
分
事
業
に
よ
っ
て
廃
止

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。入
会
権
を
め
ぐ
る
訴
訟

で
訴
え
ら
れ
、苦
し
む
小
繋
の
人
々
を
支
援
す
る

た
め
に
、全
国
的
な
運
動
が
起
き
ま
し
た
。こ
の「
小

繋
事
件
」を
東
京
大
学
で
研
究
さ
れ
た
方
が
、後

に
国
際
コ
モ
ン
ズ
学
会
の
会
長
を
務
め
た
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト・マッ
キ
ー
ン
さ
ん
で
す
。2
0
0
3
年
3
月

に
は
同
志
社
大
学
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。昨
年

11
月
、同
志
社
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
開
催
し
た

講
座「
東
京
シ
ン
ポ
シ
オ
ン
2
0
0
5
〜
社
会
的

共
通
資
本
を
求
め
て
〜
」に
お
い
て
も
、木
原
啓

吉
千
葉
大
学
名
誉
教
授
、室
田
武
経
済
学
部
教

授
に
入
会
制
度
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。社
会
的
共
通
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、内

外
の
研
究
者
に
よ
る
専
門
的
な
学
問
研
究
を
発

信
し
て
い
く
と
同
時
に
、人
々
の
生
き
様
、歴
史
に

蓄
え
ら
れ
た
知
恵
を
見
直
す
試
み
を
展
開
し
て

い
ま
す
。既
成
の
経
済
学
の
枠
組
み
を
取
り
払
っ

て
、新
し
い
時
代
へ
の
心
構
え
を
見
い
だ
す
こ
と
が

私
た
ち
社
会
的
共
通
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
重

要
な
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

こ
つ
な
ぎ
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キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス  

    

     　
2
0
0
5
年
度
の
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
活
動
し
た
「
こ
ん
な
ん
欲
し
か
っ
て
ん 

P
a
r
t 

2
」で
は
、今
年
も
便
利
な
ツ
ー
ル
が
開

発
さ
れ
た
。ゼ
ミ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
記
録
や

メ
ン
バ
ー
な
ど
の
情
報
を
管
理
す
る
「
ゼ
ミ

t
o
o
l
」、映
画
や
演
劇
な
ど
と
関
連
書
籍
の

デ
ー
タ
を
管
理
す
る「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
t
o
o
l
」と
、

昨
年
大
好
評
だ
っ
た「
授
業
t
o
o
l
」「
資
料

t
o
o
l
」「
住
所
t
o
o
l
」の
英
語
版
が
新

た
に
登
場
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
は
、２
月
２５
日

に
銀
座
、２
月
２６
日
に
心
斎
橋
のApple store

で

こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。開
発
さ
れ
た
ツ
ー
ル
は
、同
志
社

ロ
ー
ム
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://rohm
.drm

.doshisha.ac.jp/project/

contents/index.htm
l 

か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。 

　
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
で
は
、毎
年
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

2
0
0
6
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
い
よ
い
よ
始
動

す
る
の
で
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。 

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
は
、ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

P 
25
参
照
　
　
　
　
（
ロ
ー
ム
記
念
館
事
務
室
） 

 

全
日
本
学
生
囲
碁
王
座
戦
に
続
き
、 

世
界
学
生
囲
碁
王
座
戦
で
優
勝 

ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

こ
ん
な
ん
欲
し
か
っ
て
ん 

新
ツ
ー
ル
発
表
！ 

 
5
、0
0
0
円
 

森
山
　
佳
子
 

 
3
0
0
、0
0
0
円
 
同
志
社
校
友
会
 

 

    

　
2
0
0
5
年
12
月
20
〜
22
日
に
行
わ
れ
た
第

４
回
全
日
本
学
生
囲
碁
王
座
戦
で
、江
村
棋
弘
さ

ん（
法
学
部
法
律
学
科
4
年
次
生
）が
優
勝
し
、学

生
日
本
一と
な
っ
た
。 

　
江
村
さ
ん
は
岩
手
県
盛
岡
市
出
身
。父
・
兄
も

囲
碁
を
打
つ
囲
碁
一
家
に
育
っ
た
。幼
稚
園
児
の
頃

に
囲
碁
を
始
め
、碁
会
所
に
通
い
実
力
を
付
け
て

い
っ
た
江
村
さ
ん
。と
こ

ろ
が
、中
学
校
に
進
学
す

る
頃
に
ふ
と
嫌
気
が
さ

し
て
し
ま
い
、し
ば
ら
く

は
テ
ニ
ス
に
夢
中
に
な
っ

た
と
い
う
。し
か
し
、同

志
社
大
学
に
入
学
し
環

境
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

そ
の
情
熱
を
再
び
取
り

戻
し
た
。
囲
碁
研
究
会

に
入
部
し
、学
生
タ
イ
ト

ル
獲
得
を
目
標
に
、プ
ロ
の
対
局
を
一
手
ず
つ
再
現

す
る「
棋
譜
並
べ
」で
実
力
を
磨
い
た
。そ
の
結
果
、

2
0
0
3
年
に
全
日
本
学
生
囲
碁
十
傑
戦
準
優

勝
、続
い
て
2
0
0
4
年
に
は
全
日
本
学
生
本
因

坊
決
定
戦
準
優
勝
の
成
績
を
修
め
た
。し
か
し
、こ

の
成
績
で
は
ま
だ
満
足
で
き
な
か
っ
た
。「
学
生
囲

碁
界
の
個
人
戦
３
大
大
会
の
う
ち
、２
大
会
で
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
わ
け
で
す
か
ら
、こ
の
王

座
戦
で
は
、何
と
し
て
も
優
勝
し
た
かっ
た
ん
で
す
」。

決
勝
戦
の
相
手
は
、過
去
に
何
度
も
対
戦
し
た
立

命
館
大
学
生
。大
会
史
上
初
と
な
る
関
西
勢
同

士
の
対
局
だ
っ
た
。「
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
お
互
い
手
の

内
は
知
り
尽
く
し
て
い
た
の
で
、私
と
し
て
は
や
り

や
す
い
相
手
で
し
た
」。入
学
以
来
の
夢
を
叶
え
ら

れ
た
と
笑
顔
で
話
す
江
村
さ
ん
。「
た
だ
、関
西

リ
ー
グ
団
体
戦
で
は
、同
志
社
大
学
は
毎
年
の
よ

う
に
２
位
ど
ま
り
。関
西
で
優
勝
し
て
、チ
ー
ム
を

全
日
本
大
学
囲
碁
選
手
権
に
導
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
主
将
と
し
て
残
念
で
し
た
」と
も

話
し
た
。 

　
2
月
25
・
26
日
に
は
、世
界
9
カ
国
・
地
域
の
学

生
16
人
が
参
加
す
る
第
4
回
世
界
学
生
囲
碁
王

座
戦
に
日
本
代
表
の
１

人
と
し
て
出
場
し
た
。

試
合
は
勝
者
同
士
、敗

者
同
士
が
対
戦
し
て
い

く
４
回
戦
制
。４
戦
全

勝
で
優
勝
と
な
る
。試

合
前
、「
過
去
３
回
と

も
、決
勝
戦
は
中
国
人

同
士
で
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
。今
回
も
中
国

は
や
は
り
強
敵
で
す
」

と
語
っ
て
い
た
江
村
さ
ん
は
、25
日
の
初
戦
で
中
国

代
表
と
対
戦
。見
事
に
勝
利
を
収
め
て
波
に
乗
り
、

2
回
戦
で
韓
国
代
表
、翌
26
日
の
3
回
戦
で
ア
メ

リ
カ
代
表
を
撃
破
。そ
し
て
決
勝
戦
で
は
台
湾
代

表
を
下
し
、日
本
勢
と
し
て
初
優
勝
。中
国
の
大

会
３
連
覇
を
阻
止
し
た
。「
学
生
生
活
の
有
終
の

美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
」。 

　
卒
業
後
は
資
格
試
験
の
勉
強
を
す
る
と
い
う

江
村
さ
ん
。「
ゲ
ー
ム
性
と
奥
の
深
さ
が
、囲
碁
の

最
大
の
魅
力
。一
度
や
っ
て
み
る
と
、面
白
さ
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。私
も
、ず
っ
と
続
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。社
会
人
に
な
っ
て
も
、楽
し
み
な
が
ら
頑

張
っ
て
、一
般
棋
戦
で
活
躍
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

と
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。 

 

 
1
0
、0
0
0
円
 

土
屋
　
隆
生
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す
る
の
で
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
る
。 

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
は
、ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト

P 
25
参
照
　
　
　
　
（
ロ
ー
ム
記
念
館
事
務
室
） 

 

同
志
社
小
学
校
が
い
よ
い
よ
開
校 

特
定
寄
付
奨
学
金
募
金
協
力
者
ご
芳
名 

 
5
、0
0
0
円
 

森
山
　
佳
子
 

 

加
茂
　
明
男
 

 

今
村
　
浩
一
 

 

藤
原
　
喜
久
雄
 

 

光
田
　
正
雄
 

 

堀
江
　
教
禎
 

  
1
、2
2
5
、0
0
0
円
 （
匿
名
合
計
）　
匿
名
12
人
 

  【
教
職
員
】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
3
0
0
、0
0
0
円
 
三
上
　
保
孝
 

  
1
5
0
、0
0
0
円
 
上
ヶ
原
　
勲
 

 

工
藤
　
和
男
 

  
1
4
0
、0
0
0
円
 
橋
本
　
宰
 

  
1
1
0
、0
0
0
円
 
亀
田
　
尚
己
 

  
1
0
0
、0
0
0
円
 
太
田
　
進
一
 

 

幸
亀
　
一
夫
 

 

川
村
　
孝
爾
 

  
9
0
、0
0
0
円
 

高
田
　
紀
美
 

  
7
0
、0
0
0
円
 

佐
藤
　
鉄
男
 

  
6
0
、0
0
0
円
 

林
　
　
克
樹
 

 

肥
田
　
美
智
子
 

 

長
澤
　
邦
彦
 

 

西
川
　
真
司
 

 

吉
川
　
健
 

  
5
5
、0
0
0
円
 

植
村
　
巧
 

 

山
下
　
利
彦
 

  
5
0
、0
0
0
円
 

加
地
　
伸
行
 

  
4
0
、0
0
0
円
 

高
田
　
芳
樹
 

  
3
0
、0
0
0
円
 

八
木
　
匡
 

 

　森
田
　
佳
世
子
 

  
2
0
、0
0
0
円
 

徐
　
　
啓
和
 

 

今
川
　
晃
 

 

久
保
　
真
人
 

  
1
5
、0
0
0
円
 

太
田
　
元
 

  
1
2
、0
0
0
円
 

北
　
 
幸
史
 

  

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】 
 
 
 
 

  
2
、0
0
0
、0
0
0
円
 
吉
田
育
英
会
 

 

  
1
、0
0
0
、0
0
0
円
 
佐
藤
　
正
樹
 

 

白
水
　
勝
 

 

三
機
工
業
株
式
会
社
 

  
9
0
0
、0
0
0
円
 

同
志
社
生
活
協
同
組
合
 

   

 
3
0
0
、0
0
0
円
 
同
志
社
校
友
会
 

 

 
 
 

 
1
0
0
、0
0
0
円
 
同
志
社
校
友
会
三
重
県
支
部
 

  
5
0
、0
0
0
円
 

金
子
　
博
昌
 

 

寺
岡
　
吉
徳
 

 

田
島
　
利
男
 

 

青
山
　
東
洋
彦
 

  
4
0
、0
0
0
円
 

森
田
　
秀
夫
 

  
3
4
、8
6
0
円
 

京
田
辺
同
志
社
Ｏ
B
会
 

   
3
0
、0
0
0
円
 

河
村
　
忠
紀
 

 

藤
原
　
東
 

  
2
0
、0
0
0
円
 

浜
村
　
光
久
 

 

小
口
　
良
喜
 

 

川
上
　
裕
之
 

 

野
田
　
悦
生
 

 

山
本
　
正
宣
 

 

魚
谷
　
雅
彦
 

  
1
5
、0
0
0
円
 

セ
イ
サ
・ク
ロ
ー
バ
ー
会
  

 

太
田
　
文
男
 

  
1
0
、0
0
0
円
 

山
田
　
晃
嗣
 

 

天
田
　
喜
久
 

 

石
井
　
康
史
 

 

松
本
　
邦
博
 

 

小
田
　
邦
宏
 

 

田
村
　
稔
 

 

岸
本
　
秀
久
 

 

越
野
　
泰
一
 

 

和
田
　
忠
夫
 

 

増
田
　
豊
 

 

中
山
　
昭
 

 

川
野
　
修
平
 

 

坂
部
　
忠
良
 

 

泉
澤
　
英
雄
 

 

鈴
木
　
勢
二
 

 

松
井
　
幸
義
 

 

三
原
　
誠
治
 

  
5
、0
0
0
円
 

山
口
　
敏
 

 

村
上
　
知
 

 

石
井
　
正
明
 

 

辻
　
正
彦
 

 

田
原
　
靖
之
 

 

倉
田
　
誠
子
 

 

石
原
　
晋
 

 

中
谷
　
晃
也
 

 

 

卒業生・ご父母・一般 

教職員 

合　計 

8,249,860円 

4,528,000円 

12,777,860円 

66件 

57件 

123件 

申込件数 申込額 

【2005年3月～2006年1月の申込者】 

   

　
経
済
的
理
由
で
修
学
を
続
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
学
生
を
援
助
す
る
た
め
に
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら「
同
志
社
大
学
特
定
寄

付
奨
学
金
募
金
」を
広
く
社
会
各
界
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

　
2
0
0
6
年
1
月
末
ま
で
に
、卒
業
生
、ご
父

母
、一
般
の
方
々
お
よ
び
教
職
員
か
ら
以
下
の
と
お

り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
芳
名（
敬
称
略
、順
不
同
） 

   

　
同
志
社
小
学
校
の
第
一
期
生
と
な
る
、新
1
年

生
90
人
と
2
･
3
年
生
各
60
人
の
入
学
選
考
が

終
わ
り
、岩
倉
校
地
に
建
設
し
て
い
た
校
舎
も
1

月
25
日
に
完
成
し
た
。校
歌
は
、童
謡「
サ
ッ
ち
ゃ

ん
」「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」な
ど
で
高
名
な
大

中
恩
氏
の
作
曲
、作
詞
は
、現
代
を
代
表
す
る
詩

人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
。 

　
小
学
校
の
開
校
に
よ
り
、創
立
者
新
島
襄
が
求

め
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
徳
育
の
基
本
と
す
る
幼

稚
園
か
ら
大
学
院
に
至
る
教
育
体
制
が
完
成
す

る
。同
志
社
の
基
本
理
念
に
基

づ
い
た一
貫
教
育
を
通
し
て
、自

治
自
立
の
同
志
社
精
神
を
継

承
し
た
人
物
を
育
成
し
て
い

く
。入
学
式
は
4
月
10
日
。 

 

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
た
わ
け
で
す
か
ら
、こ
の
王

座
戦
で
は
、何
と
し
て
も
優
勝
し
た
かっ
た
ん
で
す
」。

決
勝
戦
の
相
手
は
、過
去
に
何
度
も
対
戦
し
た
立

命
館
大
学
生
。大
会
史
上
初
と
な
る
関
西
勢
同

　
卒
業
後
は
資
格
試
験
の
勉
強
を
す
る
と
い
う

江
村
さ
ん
。「
ゲ
ー
ム
性
と
奥
の
深
さ
が
、囲
碁
の

最
大
の
魅
力
。一
度
や
っ
て
み
る
と
、面
白
さ
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。私
も
、ず
っ
と
続
け
て
い
く
つ
も

 
1
0
、0
0
0
円
 

土
屋
　
隆
生
 

 　
ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
） 

白
石
 
健
治
 
 
二
村
　
宏
江
　
　
藤
井
　
邦
宏
 

石
田
　
英
夫
 
 
森
　
康
維
 

　上
田
　
曜
子
 

洪
水
　
啓
次
 
 
　
田
　
謙
二
 
　百
合
野
　
正
博
 

押
本
　
年
眞
 

 　
1
、8
4
6
、0
0
0
円（
匿
名
合
計
） 
匿
名
２０
人
 

 
 
 

＊
教
職
員
に
つ
い
て
は
2
0
0
8
年
度
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、今
回
は
2
0
0
5
年
度
寄
付
額（
2
0
0
5
年
4
月
〜
2
0
0
6
年

3
月
）の
み
の
金
額
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
 
 

　
当
募
金
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
先  

財
務
部
経
理
課 

T
E
L
　0
7
5-

2
5
1-

3
1
4
4
 

E
-m
ail

　ji-keiri@
m
ail.doshisha.ac.jp
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2
0
0
5
年
12
月
、本
学
は
、相
楽
郡
木
津
町

木
津
川
台
の
キ
ヤ
ノ
ン
エ
コ
ロ
ジ
ー
研
究
所
跡
地

を
購
入
し
、（
敷
地
面
積
約
5
万
　
、建
物
面
積

約 

8
、5
0
0
　
）新
た
に「
同
志
社
大
学
　
学

研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
命
名
し
て
、医
工
連
携
を

含
む
新
た
な
理
工
系
研
究
施
設
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
し
た
。 

　
創
立
者
新
島
襄
は
、医
学
医
療
の
分
野
で
世
に

役
立
つ
人
材
を
輩
出
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
抱

い
て
京
都
看
病
婦
学
校
と
同
志
社
病
院
を

1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
に
開
業
し
た
が
、

1
9
0
6（
明
治
39
）年
に
廃
校
と
な
っ
て
以
来
、現

在
ま
で
そ
の
遺
志
は
達
成
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。  

　
本
学
は
、2
0
0
3
年
に
締
結
し
た
京
都
府

立
医
科
大
学
と
の
学
術
交
流
に
関
す
る
包
括
協

定
を
土
台
に
、寄
付
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
再
生
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
」「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
」、文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事

業
選
定
の「
医
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」の
ほ
か
、

「
感
情
・ス
ト
レ
ス・
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
こ
こ
ろ

の
生
涯
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
」な
ど
を
立
ち
上
げ
、

生
命
科
学
・
医
学
分
野
へ
の
関
わ
り
を
深
め
て
き

た
。さ
ら
に
、教
育
面
で
は
、医
療
工
学
的
な
側
面

か
ら
人
間
環
境
を
考
え
る
人
間
環
境
科
学
、運

動
機
能
・
生
理
学
な
ど
、医
学
や
医
療
に
関
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
生

命
環
境
分
野
に
設
置
し
た
。さ
ら
に
、医
療
と
関

わ
り
を
も
つ
こ
れ
ら
の
研
究
・
教
育
事
業
を
行
う

に
は
、医
療
機
関
と
の
密
接
な
協
力
関
係
が
必
要

で
あ
り
、医
療
法
人
社
団
医
聖
会
の
学
研
都
市

病
院（
2
0
0
6
年
4
月
に
開
院
予
定
）と
も

「
交
流
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
。学
研
都
市
病

院
は
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、共
同
研
究
や
臨
床
実
習
な
ど
の
相
互
協
力
が

期
待
で
き
る
。 

　
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、京
都
府
、関
西
文
化

学
術
研
究
都
市
推
進
機
構
と
の
密
接
な
研
究
連

携
や
、近
隣
医
療
法
人
と
の
共
同
研
究
、地
域
住

民
と
の
交
流
を
は
か
る
な
か
で
、民
・
官
・
住
が
一
体

と
な
っ
た
新
た
な
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
て

い
く
拠
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 
    

                     　
1
月
7
日
、「
京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合
」の

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。 

　
同
連
合
は
、大
谷
、高
野
山
、種
智
院
、花
園
、

佛
教
、龍
谷
、同
志
社
大
学
が
加
盟
し
、単
位
互

換
を
中
心
と
す
る
教
育
面
で
の
協
力
関
係
を
深

め
つ
つ
、同
時
に
共
同
研
究
を
通
し
て
、国
際
社
会

に
対
し
、宗
教
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
京
都
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

9.3
％
、女
子
.4
％
）、4
年
次
生（
男
子
1.0
％
、

 

答 

学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想 

京
都
・
宗
教
系
大
学
院
連
合 

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

ラ
グ
ビ
ー
場
人
工
芝
化
募
金
の
お
願
い 

”大
学
日
本
一
奪
回
を
望
ん
で
“ 

                 

　
同
志
社
大
学
で
は
体
育
施
設
整
備
の一
環
と
し

て
、ラ
グ
ビ
ー
場
人
工
芝
化
の
た
め
の
募
金
事
業

を
昨
年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
場
の

人
工
芝
化
募
金
は
、時
代
の
要
請
す
る
水
準
の
整

備
の
観
点
か
ら
、内
外
か
ら
の
声
援
を
糧
に
そ
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、広
く
各
界
に
ご
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
は
2
0
1
0（
平
成
22
）

年
に
創
部
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。念
願
の

「
大
学
日
本
一
」が
１
年
で
も
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
、部
員
一
同
、毎
日
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、諸
事
ご
多
端
の
折
、ま
こ
と
に
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
、こ
の
募
金
事
業
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
1
0
0
周
年
記
念
行

事
と
し
て
、記
念
式
典
や
記
念
試
合
の
開
催
を
ラ

グ
ビ
ー
部
と
共
催
す
る
予
定
で
す
。 

 

募
金
事
業
の
概
要 

（1） 

募
集
金
額
　
5
、0
0
0
万
円 

（2） 

募
集
期
間
　
2
0
0
7
年
3
月
31
日
ま
で 

（3） 

申
込
金
額
　
個
人
・・・一口
2
万
円 

（
一
口
未
満
の
金
額
も
あ
り
が
た
く
お
受
け
い
た

し
ま
す
） 

法
人
・・・
任  

意 

※
寄
付
金
は
減
免
税
措
置（
税
法
上
の
優
遇
措

置
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
　

　 

　
　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
支
援
課 

T
E
L
　0
7
7
4-

6
5-

7
4
1
7
 

F
A
X
 0
7
7
4-

6
5-

7
4
1
6
 

E
-m
ail

　jt-sport@
m
ail.doshisha.ac.jp 

※
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば「
募
金
事
業
寄
付

申
込
書
」を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　 

 
m2

m2
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含
む
新
た
な
理
工
系
研
究
施
設
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
し
た
。 

　
創
立
者
新
島
襄
は
、医
学
医
療
の
分
野
で
世
に

役
立
つ
人
材
を
輩
出
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
抱

携
や
、近
隣
医
療
法
人
と
の
共
同
研
究
、地
域
住

民
と
の
交
流
を
は
か
る
な
か
で
、民
・
官
・
住
が
一
体

と
な
っ
た
新
た
な
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
て

い
く
拠
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

佛
教
、龍
谷
、同
志
社
大
学
が
加
盟
し
、単
位
互

換
を
中
心
と
す
る
教
育
面
で
の
協
力
関
係
を
深

め
つ
つ
、同
時
に
共
同
研
究
を
通
し
て
、国
際
社
会

に
対
し
、宗
教
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
京
都
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、評
論
家
の
加
藤
周
一
氏
が

「
異
な
る
宗
教
間
の
対
話
」と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
い
、世
界
平
和
な
ど
一
般
的
な
テ
ー
マ
で
異
な

る
宗
教
が
一
致
で
き
る
の
は
当
然
で
、問
題
は
よ
り

現
実
的
な
事
柄
で
、互
い
に
価
値
観
の
違
い
を
い

か
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
課
題
で

あ
る
と
指
摘
。つ
づ
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、パ
ネ
リ
ス
ト
の
門
脇
健
大
谷
大
学
教
授
、頼
富

本
宏
種
智
院
大
学
長
、森
孝
一
神
学
部
教
授
が
そ

れ
ぞ
れ
発
表
を
し
た
後
、加
藤
氏
を
交
え
て
平

和
問
題
、若
者
の
無
関
心
、宗
教
の
域
な
ど
多
彩

な
テ
ー
マ
を
巡
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。 

　
当
日
は
雪
が
降
る
悪
天
候
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、2
0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
、

一
般
市
民
の
関
心
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。 

  

    

　
喫
煙
が
も
た
ら
す
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

近
年
世
界
的
に
禁
煙
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。わ
が
国
で
も
2
0
0
3
年
に「
健
康
増
進

法
」が
施
行
さ
れ
、受
動
喫
煙
防
止
が
法
律
に
定

め
ら
れ
た
。2
0
0
4
年
に
は「
W
H
O
た
ば
こ

規
制
枠
組
み
条
約
」を
批
准
し
、値
上
げ
や
警
告

表
示
の
強
化
な
ど
規
制
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。

次
世
代
を
担
う
若
者
を
預
か
る
大
学
に
と
っ
て
、

喫
煙
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

　
本
学
で
は
、2
0
0
0
年
に
①
館
内
原
則
禁

煙
②
歩
き
た
ば
こ
禁
止
・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
を
施
行
し
た
の
を
は
じ
め
に
、2
0
0
4
年
に

大
学
全
面
禁
煙
の
段
階
的
推
進
、2
0
0
5
年

春
に
は
屋
内
の
共
有
部
分
・
屋
外
の
指
定
場
所
以

外
で
の
禁
煙
を
決
定
し
た
。ま
た
、指
定
場
所
を

建
物
の
出
入
口
を
避
け
て
配
置
し
、灰
皿
の
減
少

や
学
内
た
ば
こ
自
販
機
の
完
全
撤
去
等
々
の
環

境
も
整
い
つ
つ
あ
る
。「
健
康
相
談
週
間
」で
は
禁

煙
相
談
・
禁
煙
講
演
会
・
禁
煙
教
室
も
開
催
し
て

い
る
。さ
ら
に
、全
国
大
学
禁
煙
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
・
登
録
し
、禁
煙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
と
も
に
ニ

コ
チ
ン
代
替
療
法
に
よ
る
禁
煙
支
援
も
行
っ
て
い

る
。 

　
本
学
の
喫
煙
実
態
調
査
は
、従
来
2
年
次
生

の
み
を
対
象
と
し
た
が
、2
0
0
5
年
度
は
全
学

生
を
対
象
に
実
施
し
た
。そ
の
結
果
、喫
煙
率
は

全
学
生
で
は
男
子
21.9
％
、女
子
4.2
％
で
あ
っ
た
が
、

1
年
次
生（
男
子
8.3
％
、女
子
1.4
％
）、2
年
次
生

（
男
子
18.3
％
、女
子
2.3
％
）、3
年
次
生（
男
子

29.3
％
、女
子
5.4
％
）、4
年
次
生（
男
子
31.0
％
、

女
子
7.0
％
）、再
修
生（
男
子
44.3
％
、女
子
12.9
％
）

と
学
年
と
と
も
に
上
昇
し
、特
に
1
・
2
・
3
年
次

生
の
間
に
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
、大
学
院
生
で

は
比
較
的
低
か
っ
た（
男
子
24.5
％
、女
子
6.9
％
）

（
図
１
）。な
お
、過
去
と
比
較
す
る
と
、2
年
次

生
の
喫
煙
率
は
こ
の
15
年
間
で
半
減
し
て
い
た
。 

　
喫
煙
開
始
年
齢
を
４
年
次
生
で
見
る
と
、20

歳
・
18
歳
・
19
歳
の
順
に
多
く（
図
２
）、入
学
時
の

喫
煙
率
は
非
常
に
低
い
に
も
拘
ら
ず
そ
の
後
の
2

年
間
に
喫
煙
を
開
始
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
。

一
方
禁
煙
・
本
数
減
希
望
の
学
生
は
60
％
以
上
で

あ
っ
た（
図
３
）。 

　
学
生
時
代
の
喫
煙
開
始
を
回
避
す
れ
ば
、生

涯
喫
煙
習
慣
な
し
に
過
ご
せ
る
と
い
わ
れ
る
。こ

の
た
び
の
調
査
で
、本
学
で
は
入
学
後
に
喫
煙
者

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
に
対
し
て
、

①
大
学
全
面
禁
煙
に
向
け
た
禁
煙
環
境
の
整
備

②
喫
煙
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
な
い
た
め
の
防

煙
・
禁
煙
教
育
を
入
学
直
後
か
ら
実
施
③
喫
煙

者
へ
の
積
極
的
な
禁
煙
支
援
・
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

の
啓
蒙
な
ど
総
合
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。 

　
社
会
的
に
も「
た
ば
こ
規
制
」が
注
目
さ
れ
て

い
る
現
在
、全
学
的
喫
煙
対
策
は
学
生
・
教
職
員

の
健
康
増
進
に
大
き
く
寄
与
す
る
緊
急
課
題
で

あ
り
、全
学
生
・
教
職
員
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
厚
生
館
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 

0％ 
1 2 3 4 再修生 院生 全体 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

50％ 

喫煙率 図1  学年別喫煙率 

男性 
女性 

0％ 
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22無回答 

10％ 

20％ 

30％ 

40％ 

割合 図2 4年次生喫煙開始年齢 

年齢 

0
1 2 3 4 再修正 院生 

150

300

450

600

750

900

学生数 図3  禁煙希望 

禁煙したい 減らしたい 禁煙しない 無回答 

同
大
生
の
た
ば
こ
白
書 

同
志
社
大
学
の
喫
煙
対
策
へ
の
取
り
組
み 

縮
に
存
じ
ま
す
が
、こ
の
募
金
事
業
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
1
0
0
周
年
記
念
行
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■新任教員紹介 
このたび新たに24人の先生方をお迎えしました。①所属（学科） ②職名 ③主な担当科目 

西
村  

篤 

（
に
し
む
ら
　
あ
つ
し
） 

 

①
神（
神
） 

②
助
手 

③
（
実
践
神
学
） 

 

手
島
　
勲
矢 

（
て
し
ま
　
い
ざ
や
） 

①
神（
神
） 

②
教
授 

③
ユ
ダ
ヤ
学 

 

田
中
　
貴
子 

（
た
な
か
　
た
か
こ
） 

①
文（
英
文
） 

②
専
任
講
師 

③
英
語
教
育
特
論 

西
脇
　
常
記 

（
に
し
わ
き
　
つ
ね
き
） 

①
文（
文
化
史
） 

②
教
授 

③
東
洋
文
化
史
概
説 

木
原
　
活
信 

（
き
は
ら
　
か
つ
の
ぶ
） 

①
社
会(

社
会
福
祉
） 

②
助
教
授 

③
社
会
福
祉
の
歴
史
と
思
想 

P
hilip J. C

U
N
N
IN
G
H
A
M
 

（
ふ
ぃ
り
っ
ぷ
　
J
・
　
か
に
ん
が
む
） 

①
社
会（
メ
デ
ィ
ア
） 

②
教
授 

③
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論 

 

新
井
　
京 

（
あ
ら
い
　
き
ょ
う
） 

①
法（
法
律
） 

②
助
教
授 

③
国
際
組
織
法 

菅
　
　
一
城 

（
す
げ
　
い
っ
き
） 

①
経
済（
経
済
） 

②
助
教
授 

③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済 

波
多
野  

賢
治 

（
は
た
の
　 

け
ん
じ
） 

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
） 

②
専
任
講
師 

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム  

狩
野  

博
幸 

（
か
の
　
ひ
ろ
ゆ
き
） 

①
文
化
情
報（
文
化
情
報
） 

②
教
授 

③
文
化
解
析
Ⅱ 

片
桐
　
滋 

（
か
た
ぎ
り
　
し
げ
る
） 

①
工（
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
） 

②
教
授 

③
情
報
シ
ス
テ
ム
の
計
画
と
設
計 

下
原
　
勝
憲 

（
し
も
は
ら
　
か
つ
の
り
） 

①
工（
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
） 

②
教
授 

③
企
業
活
動
と
情
報 

鈴
木
　
智
也 

（
す
ず
き
　
と
も
や
） 

①
工（
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
） 

②
講
師 

③
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅲ 

田
中  

達
也 

（
た
な
か
　
た
つ
や
） 

①
工（
機
械
シ
ス
テ
ム
） 

②
教
授 

③
材
料
力
学
Ⅰ
演
習 

積
際
　
徹 

（
つ
む
ぎ
わ
　
と
お
る
） 

①
工（
機
械
シ
ス
テ
ム
） 

②
助
手 

③
（
知
能
機
械
学
・
機
械
シ
ス
テ
ム
） 

塩
井
　
章
久 

（
し
お
い
　
あ
き
ひ
さ
） 

①
工（
物
質
化
学
） 

②
助
教
授 

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学 

増
田
　
富
士
雄 

（
ま
す
だ
　
ふ
じ
を
） 

①
工（
環
境
シ
ス
テ
ム
） 

②
教
授 

③
自
然
環
境
特
論 

山
口
　
希 

（
や
ま
ぐ
ち
　
の
ぞ
み
） 

①
工（
環
境
シ
ス
テ
ム
） 

②
教
授 

③
ス
ポ
ー
ツ
循
環
器
学 

阿
部
　
範
之 

（
あ
べ
　
の
り
ゆ
き
） 

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

②
専
任
講
師 

③
中
国
語 

長
谷
部
　
陽
一
郎 

（
は
せ
べ
　
よ
う
い
ち
ろ
う
） 

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

②
専
任
講
師 

③
英
語 

郭
　
雲
輝 

（
か
く
　
う
ん
き
） 

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

②
助
教
授 

③
中
国
語 

三
ツ
井
　
崇 

（
み
つ
い
　
た
か
し
） 

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

②
専
任
講
師 

③
ハ
ン
グ
ル 

 

物
部
　
ひ
ろ
み 

（
も
の
べ
　
ひ
ろ
み
） 

①
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

②
専
任
講
師 

③
英
語 

村
上
　
敬
一 

（
む
ら
か
み
　
け
い
い
ち
） 

①
司
法(

法
務) 

②
特
別
客
員
教
授 

③
模
擬
裁
判 

の
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●
２
０
０
６
年
３
月
３１
日
付
で 

　
次
の
先
生
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。    

橋
本
　
滋
男
　
　
　
神
学
部 

教
授 

野
本
　
真
也
　
　
　
神
学
部 

教
授 

大
城
　
善
盛
　
　
　
社
会
学
部 

教
授 

安
藤
　
仁
介
　
　
　
法
学
部 

教
授 

麻
田
　
貞
雄
　
　
　
法
学
部 

教
授 

浅
沼
　
潤
三
郎
　
　
法
学
部 

教
授 

山
中
　
俊
夫
　
　
　
法
学
部 

教
授 

小
森
　
瞭
一 

　
　
　　経
済
学
部 

教
授 

森
　
　
一
夫
　
　
　
経
済
学
部 

教
授 

玉
村
　
和
彦
　
　
　
商
学
部 
教
授 

二
村
　
重
博
　
　
　
商
学
部 

教
授 

川
北
　
英
隆
　
　
　
政
策
学
部 

教
授 

松
尾
　
幸
　
　
　
　
工
学
部 

助
教
授 

中
井
　
晨
　
　
　
　
言
語
文
化
教
育 

　
　
　
　
　
　
　
　　
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授 

松
田
　
正
文
　
　
　
理
工
学
研
究
所 

教
授 

森
　
　
糸
子
　
　
　
理
工
学
研
究
所 

教
授 

■新任教員
このたび新たに

ヤクルトスワローズ 
宮本慎也さんのサイン色紙をさしあげます。 
　昨年12月に、第6代の選手会会長に就任した宮本慎也さん（1994年商学部卒業）。球界変革期にあ
って、「選手全員で束になっていい球界にしたい」「叩かれるのは覚悟の上」と損得抜きの強い決意を
表明しました。また、野球の国別対抗戦「ワールド・ベースボール・クラシック（WBC）」では、初代世界一
に輝いた王ジャパンのメンバーとして多大な貢献と活躍をされました。色紙ご希望の方は、ハガキもしく
はE-mailで、住所・氏名・学部（卒業生の方は出身学部・卒業年）・「One Purposeの感想」をご記入の
うえ、2006年5月31日（消印有効）までに広報課にご応募ください。抽選のうえ、2人の方にプレゼントします。
当選の発表は発送をもってかえさせていただきます。※広報課の連絡先は裏表紙に記載。 
※収集した個人情報は、色紙送付ならびにアンケート内容の分析のみに使用します。 
 

　
大
学
在
学
中
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
る「
特
別
強
化
指
定

選
手
」に
認
定
さ
れ
、プ
ロ
の
公
式
戦
で
あ

る
ナ
ビ
ス
コ
杯（
VS
浦
和
戦
）に
途
中
出
場

を
果
た
し
活
躍
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て

い
た
田
中
淳
也
さ
ん（
文
学
部
社
会
学
科

社
会
学
専
攻
4
年
次
生
）が
、J
１
リ
ー
グ

の
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
に
入
団

が
決
ま
っ
た
。「
高
さ
と
一
対
一
の
強
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
た
い
」と
厳

し
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
の
中
、早
期
レ
ギ
ュ
ラ
ー

獲
得
に
向
け
て
意
気
込
み
を
み
せ
た
。 

　
　
　
（
1
月
18
日
入
団
内
定
記
者
会
見
） 

 

Present for you

T
O
P
I
C
S

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
田
中
淳
也
さ
ん
が 

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
に 

入
団
決
定
！ 

退
職
教
員
紹
介 

P
hilip J. C

U
N
N
IN
G
H
A
M
 

（
ふ
ぃ
り
っ
ぷ
　
J
・
　
か
に
ん
が
む
） 

①
社
会（
メ
デ
ィ
ア
） 

②
教
授 

③
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論 

 

下
原
　
勝
憲 

（
し
も
は
ら
　
か
つ
の
り
） 

①
工（
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
） 

②
教
授 

③
企
業
活
動
と
情
報 

山
口
　
希 

（
や
ま
ぐ
ち
　
の
ぞ
み
） 

①
工（
環
境
シ
ス
テ
ム
） 

②
教
授 

③
ス
ポ
ー
ツ
循
環
器
学 

村
上
　
敬
一 

（
む
ら
か
み
　
け
い
い
ち
） 

①
司
法(

法
務) 

②
特
別
客
員
教
授 

③
模
擬
裁
判 

本
学
教
員
執
筆
図
書
の
紹
介 

（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
） 

〜
卒
業
生
の
新
刊
図
書
〜 

 『
増
補
新
版
「
京
都
議
定
書
」
再
考
！
― 

温
暖
化
問
題
を
上
場
さ
せ
た 

”市
場
主
義
“条
約
―
』 

江
澤
　
誠
さ
ん（
1
9
7
3
年
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
） 

　
　
　
　
　
　　
　
新
評
論
　
￥
2
9
0
0（
税
別
） 

『
数
寄
の
革
命
―
利
休
と
織
部
の
死
―
』 

第
5
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞
受
賞
作 

児
島
　
孝
さ
ん（
1
9
5
8
年
経
済
学
部
卒
業
）　 

　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
￥
2
1
0
0（
税
込
） 

『
異
文
化
交
流
の
は
ざ
ま
で
― 

内
田
淑
子
の
ル
ー
ツ
と
生
涯
―
』 

竹
中
　
正
夫
さ
ん（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
） 

　
　
　
　
思
文
閣
出
版
　
￥
1
9
0
0（
税
別
） 

『
神
種
』　 

渡
辺
　
仙
州
さ
ん（
2
0
0
0
年
工
学
研
究
科
修
了
） 

　
　
　
　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
 

　
　
　
　
　
　
G
A
文
庫
　
￥
6
2
0（
税
別
） 

シ
ェ
ン
シ
ー
ド
 

す
ら
す
ら
読
め
る
論
語
 

加
地
伸
行
 
著
 

講
談
社
　
1
6
0
0
円
 
 
 
 

刑
事
法
入
門
　
第
5
版
 

大
谷
實
 
著
 

有
斐
閣
　
2
1
0
0
円
 

司
法
精
神
医
学
　
Ｖ
ｏ
ｌ
・
3
 

瀬
川
晃
 
他
 
執
筆
 

中
山
書
店
　
1
0
0
0
0
円
 
 
 
 

環
境
再
生
 

室
田
武 

著 

東
洋
経
済
新
報
社
　
2
2
0
0
円
    

ア
メ
リ
カ
の
対
外
関
与
 

村
田
晃
嗣 

他 

執
筆 

有
斐
閣
　
3
7
0
0
円
 

国
家
を
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
教
会
 

原
　
誠
 
著
 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
　
 6
4
0
0
円
 
 
 
 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
イ
ッ
テ
ン
 

造
形
芸
術
へ
の
道
論
文
集
 

清
水
穣
 
他
 
執
筆
 

宇
都
宮
美
術
館
　
 非
売
品
  
 
 

科
学
技
術
の
行
方
 

石
黒
武
彦
 
著
 

萌
書
房
　
2
1
0
0
円
 
 
 
 

日
本
文
章
表
現
史
 

藤
井
俊
宏
 
他
 
執
筆
 

和
泉
書
院
　
3
0
0
0
円
 
 
 
 

絵
図
に
見
る
東
海
道
中
膝
栗
毛
 

佐
伯
順
子
 
他
 
執
筆
 

河
出
書
房
新
社
　
2
2
0
0
円
 
 
 
 

新
編
　
泉
鏡
花
集
　
別
巻
1
 

田
中
励
儀
 
編
 
他
 
執
筆
 

岩
波
書
店
　
6
4
0
0
円
 
 
 
 

新
編
　
泉
鏡
花
集
　
別
巻
2
 

田
中
励
儀
 
編
 
他
　
執
筆
 

岩
波
書
店
　
6
4
0
0
円
 
 
 
 

論
集
　
泉
鏡
花
　
　
第
四
集
 

田
中
励
儀
 
他
 
執
筆
 

和
泉
書
院
　
6
0
0
0
円
 
 
 
 

大
学
の
管
理
運
営
改
革
 

山
田
礼
子
 
他
 
執
筆
 

東
信
堂
　
3
6
0
0
円
 
 
 
 

法
哲
学
 

上
田
健
二
 
訳
 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
8
0
0
0
円
 
 
 
 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
破
壊
と
共
鳴
 

山
口
栄
一
 
著
 

N
T
T
出
版
　
2
6
0
0
円
 
 
 

ワンパーパス145号の記事誤りがありました。P.10「新島襄の旅した風景　南九州編」左下写真キャプション 
【誤】森有礼誕生地の碑（宮崎市）　【正】森有礼誕生地の碑（鹿児島市） 
 

145号のおわびと訂正 
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極
私
的
大
学
生
活
指
南 

C O M M E N T A R Y
ワンパーパス コメンタリー 

Ma s a h i r o  S h i n d o

1962年、大阪府生まれ。日本近現代文
学専攻。著書に、『永井荷風・音楽の流
れる空間』（世界思想社）、『ベストセラ
ーのゆくえ』（翰林書房）、『言語都市・
パリ』（藤原書店、共著）、『小林天眠と
関西文壇の形成』（和泉書院）など。 
 

真銅 正宏 
文学部国文学科教授 

　
例
え
ば
Ｔ
Ｖ
で「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」を
見
て
い

る
時
、コ
ナ
ン
少
年
は
、毎
週
と
い
う
ほ
ど
殺
人

事
件
に
遭
遇
し
、お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
死
体
を

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
目
に
し
て
い
る
の
に
、よ
く
ま
あ
、

精
神
的
に
ま
い
っ
て
し
ま
わ
な
い
な
あ
、な
ど
と

考
え
る
の
は
、余
計
な
お
世
話
で
す
よ
ね
。「
水

戸
黄
門
」な
ど
も
、か
な
り
の
長
寿
番
組
で
、一

行
は
全
国
を
も
う
何
周
も
廻
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、な
ぜ
未
だ
日
本
国
中
か
ら
悪
い

国
家
老
や
悪
代
官
、奸
佞
な
る
大
商
人
が
な

く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
、な
ど
と
は
考
え
ま
せ

ん
ね
。 

　
我
わ
れ
は
、現
実
の
感
覚
と
は
別
の
常
識
に

立
っ
て
、ド
ラ
マ
を
見
て
い
ま
す
。小
説
も
同
じ

で
す
。実
在
し
な
い
お
化
け
が
出
て
き
て
も
、ち

ゃ
ん
と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
小
説
は

非
現
実
的
だ
、な
ど
と
は
あ
ま
り
言
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
出
す
と
、日
常
生
活

を
円
滑
に
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

　
し
か
し
、い
っ
た
ん
こ
れ
に
気
づ
く
と
、日
常

生
活
が
い
か
に
虚
偽
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
か

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
。私

は
大
学
を
、普
段
問
い
か
け
も
し
な
い
社
会
の

暗
黙
の
了
解
事
項
や
日
常
生
活
に
つ
い
て
、い
っ

た
ん
自
分
か
ら
引
き
離
し
、全
く
別
の
角
度
か

ら
眺
め
て
み
る
場
所
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。い
ず
れ
社
会
に
出
れ
ば
我
わ
れ
は
退
屈

な
日
常
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
が
、そ
の
前
に
、大
学
は
、さ
ま
ざ
ま
な

「
脱
日
常
」を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分

と
い
う
人
間
が
日
々
の
生
活
に
埋
没
し
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
な
方
法
を
手
に
入
れ
る
場
所
な

の
で
す
。 

　
私
自
身
は
大
学
生
か
ら
大
学
院
生
、そ
し
て

大
学
の
教
員
と
、大
学
と
い
う
世
界
か
ら
全
く

出
ず
に
今
日
に
至
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
毎
年

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け
で
歳
を

と
っ
て
し
ま
う
の
で
は
、と
い
う
恐
怖
感
を
克

服
す
べ
く
、同
志
社
に
や
っ
て
き
て
か
ら
、Ｄ
Ｓ

Ｃ
と
い
う
教
職
員
野
球
チ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
。

地
元
で
は
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。

歳
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、新
し
い
何
か
を
始
め

る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
意
地

に
な
っ
て
、常
に
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

の
は
、こ
の
よ
う
な
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る

廻
り
の「
人
」た
ち
で
す
。最
近
で
は
、ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
を
結
成
し
て
ヴ
ォ
ー
カ
ル
を
担
当
し
て
い

ま
す
。同
志
社
の
学
園
祭
で
あ
る
同
志
社
Ｅ
Ｖ

Ｅ
に
も
2
年
連
続
で
出
演
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

研
究
室
で
は
時
々
、地
歌
三
味
線
も
弾
い
て
い

ま
す
。 

　
こ
う
書
け
ば
、大
学
教
員
と
い
う
の
は
い
か

に
も
暇
な
職
業
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、そ
う
で
も

な
い
ん
で
す
。教
育
も

研
究
も
結
構
忙
し
い
。 

　
と
こ
ろ
で
、こ
れ
だ

け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

発
展
し
、情
報
が
得
や

す
い
時
代
に
な
っ
て
も
、

や
は
り
何
か
一つ
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
際
に

最
も
信
頼
で
き
る
の
は
、そ
の
道
の
専
門
家
で

す
。と
に
か
く
人
が
情
報
を
一
番
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
ま
す
。 

　
同
志
社
と
い
う
名
前
こ
そ
は
、こ
の
よ
う
な

人
間
関
係
の
大
切
さ
を
、最
も
端
的
に
表
し

た
も
の
と
言
え
ま
す
。人
は
人
と
の
関
係
の
中

で
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め

た
存
在
で
あ
り
、そ
れ
を
実
現
す
る
場
が
こ
こ

に
は
あ
り
ま
す
。ど
う
ぞ
こ
こ
で
、自
他
に
わ

た
る
い
い
人
作
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。私
も
ま

だ
ま
だ
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
。 

か
ん
ね
い 

】 

現・
「組
た。
締
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生
活
が
い
か
に
虚
偽
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
か

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
も
ま
た
楽
し
い
。私

に
な
っ
て
、常
に
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

人
間
関
係
の
大
切
さ
を
、最
も
端
的
に
表
し

た
も
の
と
言
え
ま
す
。人
は
人
と
の
関
係
の
中

上村 茂さん 
【1976年文学部社会学科新聞学専攻卒業】 
 
 
1954年福岡県生まれ。1976年樫山株式会社（現・
オンワード樫山）に入社。マーチャンダイザーとして「組
曲」「23区」などを同社のトップブランドに育て上げた。
2005年、最年少の末席常務から7人抜きで代表取締
役社長に就任した。 

株
式
会
社
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山 

代
表
取
締
役
社
長 

          

和
田
●
上
村
さ
ん
は
、ど
の
よ
う
な
学
生
生
活

を
過
ご
さ
れ
た
の
で
す
か
。 

上
村
●
フ
ラ
ン
ス
語
研
究
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に

入
り
、4
年
間
活
動
し
ま
し
た
。あ
と
は
史
跡
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
ね
。京
都
の
寺
社
仏
閣
は

ほ
と
ん
ど
見
学
し
ま
し
た
。 

和
田
●
当
時
は
ど
の
よ
う
な
フ
ァッ
シ
ョ
ン
が
流
行

し
て
い
た
の
で
す
か
。 

上
村
●
高
校
時
代
、V
A
N
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が

一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
大
学
時
代
な

の
で
、既
製
服
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
頃
で
し
た
ね
。

私
も
洋
服
は
好
き
で
し
た
。カ
ジ
ュ
ア
ル
な
シ
ャ
ツ

に
デ
ニ
ム
パ
ン
ツ
を
合
わ
せ
、セ
ー
タ
ー
を
着
た
り

ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
り
。今
の
学
生
さ
ん

と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、今
の
学
生
さ

ん
ほ
ど
枚
数
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

和
田
●
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山（
旧
・
樫
山
株
式
会
社
）

に
入
社
後
、婦
人
服
部
門
を
志
望
さ
れ
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
ど
う
し
て
だ
っ
た
の

で
す
か
。 

上
村
●
当
時
の
主
力
商
品
は
紳
士
服
で
し
た
。

新
入
社
員
は
皆
、そ
ち
ら
を
志
望
し
て
い
ま
し
た

が
、売
り
場
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。私

は
そ
れ
が
イ
ヤ
だ
っ
た
の
で
す（
笑
）。幼
い
頃
、自

宅
で
婦
人
服
の
仕
事
を
し
て
い
る
母
の
姿
を
見

慣
れ
て
い
た
の
で
、抵
抗
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
由

も
あ
り
ま
し
た
。 

和
田
●
大
学
時
代
の
経
験
が
、お
仕
事
に
役
立
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

上
村
●
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
お
か
げ
で
、パ
リ
な

ど
へ
の
出
張
の
際
に
助
か
っ
た
と
い
う
経
験
は
あ

り
ま
す
。フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
国
内
を

ガ
イ
ド
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
、ア
パ
レ
ル
と
い
う
業
種
は
、参
入
障
壁
が

低
く
、一
人
で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て
洋
服
を

売
る
こ
と
も
で
き
る
。工
場
に
し
て
も
技
術
者
に

し
て
も
、自
分
の
と
こ
ろ
に
な
い
の
で
あ
れ
ば
ア
ウ 

上
村 

茂
さ
ん
に
聞
く 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　

和
田
奈
保
子
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
部
社
会
学
科
社
会
学
専
攻
3
年
次
生 

同志社人 
訪問 
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ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
る
の
で
す
。だ
か
ら
、学
問
が

直
接
役
に
立
つ
と
い
う
よ
り
は
、デ
ザ
イ
ン
か
ら

店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に
多
く
の
人
の
手
を
渡
っ
て
い

く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
考
え
て
も

ら
う
と
い
い
と
思
い
ま
す
。 

和
田
●
多
く
の
人
が
携
わ
る
中
、上
村
さ
ん
は

企
画
畑
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。 

上
村
●
え
え
、入
社
3
年
目
か
ら
そ
う
で
し
た
。 

和
田
●
印
象
深
い
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。 

上
村
●
25
歳
の
時
、初
め
て
の
海
外
視
察
で
、ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ミ
ラ
ノ
、そ
し
て
パ

リ
へ
と
渡
り
ま
し
た
。そ
の
パ
リ
で
、ジ
ャ
ン
ポ
ー
ル・

ゴ
ル
チ
エ
の
デ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
に
裏
方
と
し
て
参
加

し
た
の
で
す
。い
わ
ゆ
る
パ
リ
コ
レ
の
現
場
を
目
に

し
て
、「
あ
あ
、世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
こ
う
し
て

回
っ
て
る
ん
だ
」と
感
激
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

当
社
で
は
、年
間
延
べ
2
0
0
人
ほ
ど
を
海
外

視
察
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。 

和
田
●
自
分
の
目
で
見
て
確
認
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

上
村
●
そ
う
で
す
ね
。欧
米
に
比
べ
る
と
、日
本

の
既
製
服
の
歴
史
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
。だ
か
ら
、

現
場
に
触
れ
る
こ
と
は
や
は
り
刺
激
に
な
り
ま

す
ね
。 

和
田
●
視
察
と
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
お

仕
事
な
の
で
す
か
。 

上
村
●
百
貨
店
や
専
門
店
の
売
り
場
を
視
察
し

た
り
、私
た
ち
が
契
約
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
、次
シ
ー
ズ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
り
し
ま
す
。商
品
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
研

究
の
題
材
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。今
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

現
場
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
も
大
切
で
す
か
ら
。 

和
田
●
私
は
企
画
と
い
う
仕
事
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、現
場
で
見
聞
き
し
た
こ
と
か

ら
ど
の
よ
う
に
し
て
企
画
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

の
で
す
か
。 

上
村
●
全
く
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
だ

と
す
る
と
、ま
ず
、百
貨
店
向
け
か
フ
ァッ
シ
ョ
ン
ビ

ル
向
け
か
と
い
っ
た
流
通
チ
ャ
ネ
ル
を
決
め
、年
齢

や
職
業
な
ど
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、価
格
帯
を

設
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。例
え
ば
、私
が

1
9
9
1
年
に
手
掛
け
た「
組
曲
」と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
が
あ
り
ま
す
。そ
の
頃
は
、ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
ス

向
け
商
品
が
当
社
は
手
薄
で
し
た
。そ
こ
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、当
時
人
気
だ
っ
た
2
つ
の
ブ

ラ
ン
ド
の
商
品
を
大
量
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
。そ
の
１

つ
が「
ア
ニ
エ
ス
b
」で
し
た
。今
後
の
流
行
予
測

を
踏
ま
え
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、私
た
ち
は
ア

ニ
エ
ス
b
の
日
本
版
を
作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

当
時
の
ヤ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ド
は
ワ
ン
サ
イ
ズ
展
開
が

多
か
っ
た
の
で
、サ
イ
ズ
を
豊
富
に
そ
ろ
え
る
こ
と

で
差
別
化
を
図
る
こ
と
と
し
、商
品
テ
イ
ス
ト
や

シ
ョッ
プ
環
境
、広
告
戦
略
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
決
め
込

み
ま
す
。 

和
田
●
な
る
ほ
ど
。 

上
村
●
そ
の
後
、デ
ザ
イ
ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
制
作

を
開
始
し
ま
す
。私
た
ち
は
商
社
な
ど
か
ら
生

地
を
買
い
付
け
て
商
品
サ
ン
プ
ル
を
作
り
、展
示

会
を
開
い
て
百
貨
店
と
出
店
交
渉
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。こ
の
よ
う
な
形
で
、新
ブ
ラ
ン
ド
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。 

和
田
●
企
画
か
ら
商
品
の
完
成
ま
で
は
、ど
の
く

ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
。 

上
村
●
「
組
曲
」は
1
9
9
1
年
７
月
か
ら
始

ま
っ
て
、

８
月
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
ま
し
た
。
13

ッ
ク
で
き
る
の
で
す
。

こ
ま
で

た
と
い
う

で
す
ね
。自
己
実

の

株
式
会
社
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山 

代
表
取
締
役
社
長 

上
村 

茂
さ
ん
に
聞
く 
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　企業の社長にインタビューをするのは初めてで、緊張しましたが、話しだすと気さくな

方だったので、ほっと安心しました。それに、とてもお洒落で素敵な方でした。上村さんは

学生時代、夏期休暇中に短期アルバイトをしては一人旅に出ることを繰り返していたそ

うで、アパレル業界というコミュニケーションビジネスの世界で成功されるための基礎を

身に付けられたのだと思います。 

　上村さんのお話の中で特に印象深かったのは、「公私を区別しない」という考え方で

す。昨今は仕事とプライベートを分けることを歓迎する人が多いような気がします。しか

し上村さんは逆で、目標に向かうための力にかえておられます。私も両者を区別できな

いタイプです。上村さんに勇気づけられた気がしました。 

和田奈保子さん 
文学部社会学科 
社会学専攻3年次生 
 
社会心理学のゼミで「人と人
とのつながり」について学ぶ。
広告研究会では代表を務め、
学生向けフリーペーパー
「YUMMY!」の編集・執筆を
担当。将来は、編集者や商品
開発など、企画力を活かした
職業に就きたいと語る。 

苦労をいとわず、仕事を楽しむ姿勢に感銘を受けました。 I N T E R V I E W E R

し
た
り
し
ま
す
。商
品
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
研

究
の
題
材
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。今
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

現
場
の
雰
囲
気
そ
の
も
の
も
大
切
で
す
か
ら
。 

ト
し
ま
す
。 

和
田
●
企
画
か
ら
商
品
の
完
成
ま
で
は
、ど
の
く

ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
で
す
か
。 

上
村
●
「
組
曲
」は
1
9
9
1
年
７
月
か
ら
始

ま
っ
て
、翌
年
８
月
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
ま
し
た
。
13

カ
月
で
す
ね
。そ
の
1
年
後
に
手
掛
け
た「
23
区
」

は
、「
組
曲
」で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
の
で

少
し
短
く
て
８
カ
月
ぐ
ら
い
で
し
た
。他
に
も
数

多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
開
発
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、も

ち
ろ
ん
失
敗
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
よ
。現

在
も
残
っ
て
い
る
も
の
が
、成
功
し
た
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
こ
と
で
す
。 

和
田
●
社
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
い
か
が
で
す

か
。 

上
村
●
そ
う
で
す
ね
。ア
イ
デ
ア
は
出
し
ま
す
が
、

今
は
人
と
会
い
、社
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
に

出
席
す
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、少
な
く
と
も
週
に
1
度
は
、百
貨
店
に

足
を
運
ん
で
売
り
場
を
見
に
行
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

和
田
●
売
り
場
で
は
、何
か
具
体
的
な
指
示
を

さ
れ
る
の
で
す
か
。 

上
村
●
い
え
、事
前
に
指
示
し
た
こ
と
が
具
現
化

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
で
す
。ま
た
、当
社

の
売
り
場
だ
け
で
な
く
、週
末
は
横
浜
や
新
宿
の

百
貨
店
を
2
時
間
く
ら
い
か
け
て
歩
き
回
り
ま

す
。今
ど
ん
な
も
の
が
流
行
し
て
い
る
の
か
が
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
の
で
す
。 

和
田
●
こ
れ
ま
で
に
成
功
も
失
敗
も
経
験
さ
れ

て
き
た
中
で
、仕
事
が
辛
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。 

上
村
●
私
は
よ
く
、新
入
社
員
に
こ
ん
な
話
を

し
ま
す
。人
生
は
選
択
で
あ
り
、う
ち
の
会
社
に

入
っ
た
こ
と
も
そ
の
一つ
。す
な
わ
ち
、会
社
で
働

く
こ
と
も
人
生
の一
部
な
の
だ
か
ら
、

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
神
が

あ
な
た
に
与
え
た
試
練
だ
。「
公
」

だ
と
か「
私
」だ
と
か
思
う
か
ら
仕

事
が
辛
く
な
る
わ
け
で
、全
て
を「
私
」

だ
と
思
い
な
さ
い
、と
。 

　
だ
か
ら
、私
は
休
日
で
も
売
り
場

を
歩
い
た
り
、街
を
歩
い
た
り
し
て
過
ご
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。頭
の
中
は
仕
事
の
こ
と
で一
杯
。

公
私
を
区
別
し
て
し
ま
う
と
、辛
い
こ
と
を
受
け

入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。 

和
田
●
や
は
り
仕
事
が
大
好
き
な
の
で
す
ね
。 

上
村
●
好
き
に
な
ら
な
い
と
面
白
く
な
い
で
す

よ
ね
。実
際
、休
み
な
く
働
く
の
は
疲
れ
ま
す
。

で
も
次
々
に
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
き
た
ら
、こ

こ
ま
で
来
た
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。自
己
実
現
の

方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
、生
活
の
糧
を

得
る
た
め
に
割
り
切
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
続
け

る
こ
と
も
間
違
い
で
は
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

私
の
場
合
、仕
事
の
他
に
没
頭
で
き
る
趣
味
も
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
。 

和
田
●
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

上
村
●
当
社
は
国
内
の
売
り
上
げ
比
率
が
９
割

で
、海
外
は
わ
ず
か
に
１
割
。こ
れ
を
２
０
０
８

年
ま
で
に
２
割
ま
で
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、欧
米
で
の
ブ
ラ
ン
ド
展
開

も
積
極
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。少
子
化
の
た
め
に

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
か
ら
、先
手
を
打
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。 

和
田
●
最
後
に
、学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。 

上
村
●
4
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。私
も
そ
う
感
じ
ま
し
た
。だ
か
ら
、自
分

が「
こ
れ
だ
」と
思
う
こ
と
を
好
き
な
だ
け
、思
い

切
り
や
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
勉
強

も
大
事
で
す
が
、ア
ル
バ
イ
ト
で
も
旅
行
で
も
、人

や
社
会
に
触
れ
る
機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ

し
い
で
す
。同
志
社
の
学
生
な
ら
一
般
常
識
は
心

得
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

う
え
で
の
話
で
す
が
。こ
こ
数
年
の
不
景
気
も
よ

う
や
く
終
わ
り
そ
う
で
す
。就
職
環
境
も
今
後
、

良
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

和
田
●
今
日
は
お
忙
し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

146最終全ページ  06.3.24 7:10 PM  ページ 24



��

〜
日
本
の
N
G
O
に
よ
る
イ
ラ
ク
復
興
支
援
〜 

国
際
協
力
の
現
場
か
ら 

特定非営利活動法人ジェン(JEN)アンマン

事務所長。2002年法学部政治学科卒業後

（鷲江ゼミ・西澤ゼミ）、英国ヨーク大学大学

院戦後復興開発ユニットで緊急人道援助・

戦後復興に関する研究を行う。その後、国連

機関でのインターンシップ、開発コンサルティ

ング・ファーム勤務を経て2005年6月から現職。 

　
私
が
国
際
協
力
に
興
味
を
抱
い
た
き
っ
か
け
は
、幼

少
期
の
途
上
国
で
の
生
活
経
験
に
あ
る
。9
歳
ま
で

過
ご
し
た
メ
キ
シ
コ
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
深
刻
な
貧
富
の
格

差
を
目
の
当
た
り
に
し
、私
は
子
ど
も
な
が
ら
に
戸

惑
い
、違
和
感
を
覚
え
た
。そ
し
て
、中
学
に
入
っ
た
頃

か
ら
、貧
困
や
災
害
に
よ
り
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々

に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
漠
然
と
考
え
始
め
た
。 

　
そ
の
後
、大
学
院
在
学
中
に
訪
れ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
の
コ
ソ
ボ
自
治
州
で
の
出
来
事
が
、私
に
紛
争
や

災
害
の
現
場
で
仕
事
を
す
る
決
心
を
さ
せ
た
。当
時
、

私
は
国
際
移
住
機
関 （International O

rganization 

for M
igration: IO

M

）コ
ソ
ボ
事
務
所
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
し
な
が
ら
調
査
を
し
て
い
た
。あ
る
日
、コ
ソ
ボ
北
部

の
町
で
の
調
査
を
終
え
て
仲
の
良
い
運
転
手
の
待
つ
車

に
戻
る
と
、「
近
く
に
俺
の
実
家
が
あ
っ
て
、戦
争
で
燃

や
さ
れ
て
以
来
帰
っ
て
な
い
の
だ
け
れ
ど
、一
緒
に
そ
の

家
を
見
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
」と
頼
ま
れ
た
。そ
し

て
、二
人
で
家
の
近
く
ま
で
行
き
、し
ば
ら
く
の
間
、黒

焦
げ
に
な
っ
た
運
転
手
の
実
家
を
見
つ
め
て
い
た
。燃

や
さ
れ
て
変
わ
り
果
て
た
家
を
見
つ
め
る
彼
の
表
情

を
見
た
時
、私
は
国
際
協
力
を
一
生
の
仕
事
に
し
よ
う

と
決
心
し
た
。 

　
大
学
院
修
了
後
、開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ・フ
ァ
ー
ム

で
の
勤
務
を
経
て
、現
場
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、2
0
0
5
年
6
月
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ジ
ェ
ン（
J
E
N
）に
転
職
し
た
。
J
E
N
は

1
9
9
4
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
難
民
・
国
内
避
難
民

支
援
以
来
、「
心
の
ケ
ア
と
自
立
の
支
援
」と
い
う
モッ

ト
ー
を
掲
げ
、こ
れ
ま
で
に
世
界
14
カ
国
で
、延
べ

1
0
0
万
人
以
上
に
対
す
る
緊
急
・
復
興
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
た
国
際
協
力
N
G
O
で
あ
る
。私
は
、3

カ
月
間
の
本
部
事
務
局
勤
務
を
経
て
、ア
ン
マ
ン
事
務

所
長
と
し
て
イ
ラ
ク
で
の
学
校
修
復
事
業
に
携
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

　
か
つ
て
中
東
一と
言
わ
れ
た
イ
ラ
ク
の
教
育
シ
ス
テ
ム

も
、湾
岸
戦
争
や
そ
の
後
の
13
年
間
に
わ
た
る
経
済

制
裁
の
影
響
を
受
け
、小
・
中
学
校
の
殆
ど
の
設
備
が

老
朽
化
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
に
加
え
、

2
0
0
3
年
3
月
の
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
以
来
、多
く

の
学
校
が
空
爆
や
略
奪
の
被
害
に
遭
い
、更
に
教
育
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
。ま
た
、水
道
設
備
や
ト
イ
レ
が

故
障
し
た
ま
ま
で
安
全
な
水
や
下
水
処
理
が
不
十
分

な
学
校
が
多
く
、校
内
の
衛
生
状
態
も
劣
悪
な
状
態

で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、J
E
N
は
2
0
0
3
年

9
月
か
ら
、イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
下
水
設
備
修
復

に
加
え
、バ
グ
ダッ
ド
市
内
の
小
・
中
学
校
修
復
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。J
E
N
は
こ
れ
ま
で
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
市

内
の
40
校
の
小
・
中
学
校
を
修
復
し
、
約

2
5
0
0
0
人
の
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安
全
で
衛
生

的
な
環
境
の
も
と
で
教
育
を
受
け
る
た
め
の
支
援
を

し
て
き
た
。現
在
は
、学
校
設
備
の
修
復
に
と
ど
ま
ら

ず
、掃
除
用
具
や
国
連
児
童
基
金（
ユ
ニ
セ
フ
）と
共
同

で
作
成
し
た
子
ど
も
向
け
衛
生
教
育
パ
ン
フ
レッ
ト・ポ

ス
タ
ー
の
配
布
等
を
通
じ
て
、修
復
さ
れ
た
学
校
の
衛

生
状
態
が
持
続
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。 

　
私
の
主
な
仕
事
内
容
は
、イ
ラ
ク
の
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン

か
ら
バ
グ
ダ
ッ
ド
事
務
所
の
現
地
ス
タ
ッフ
を
サ
ポ
ー
ト

し
、学
校
修
復
事
業
の
実
施
・
管
理
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。具
体
的
に
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ユ
ニ
セ
フ
や
他
の

国
際
機
関
と
の
交
渉
、イ
ラ
ク
で
活
動
す
る
他
の
国
際

N
G
O
と
の
情
報
交
換
や
調
整
、ア
ン
マ
ン
、バ
グ
ダッ
ド

両
事
務
所
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・
人
事
・
労
務
・
会
計
の
管

理
等
多
岐
に
わ
た
る
。予
算
規
模
も
大
き
く
、治
安

が
悪
化
の一
途
を
た
ど
る
イ
ラ
ク
で
の
事
業
に
携
わ
る

こ
と
で
、赴
任
当
初
は
大
き
な
プ
レッ
シ
ャ
ー
に
悩
む
こ

と
も
あ
っ
た
が
、そ
の
分
や
り
甲
斐
も
成
長
の
機
会
も

あ
り
、現
在
は
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

る
。 

　
私
が
こ
の
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
事

は
、「
人
道
支
援
に
携
わ
る
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
」と
い

う
意
識
を
常
に
持
つ
こ
と
で
あ
る
。日
本
で
は
国
際
協

力
N
G
O
の
活
動
に
関
す
る
認
知
度
が
ま
だ
高
い
と

は
言
え
ず
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
捉
え
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
。し
か
し
、災
害
や
紛
争
で
支
援
を
必

要
と
す
る
人
々
に
、迅
速
か
つ
適
切
な
形
で
質
の
高
い

事
業
を
実
施
す
る
役
割
を
担
う
N
G
O
は
、政
府
機

関
や
国
際
機
関
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、支
援
の
プ
ロ
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、一
人
で
も
多
く
の
人

に
J
E
N
の
活
動
が
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
と
し

て
認
識
さ
れ
、支
援
さ
れ
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
日
々

の
仕
事
の
中
で
意
識
を
高
く
も
っ
て
イ
ラ
ク
復
興
支

援
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。 

寄
稿 

JENアンマン事務所 

川勝　健司さん 
【2002年法学部政治学科卒業】 

平
和
な
国
際
社
会
作
り
を
め
ざ
し
、世
界
各
地
で
紛
争

や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
人
々
へ
、

「
心
の
ケ
ア
と
自
立
の
支
援
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、き
め
細
や

か
な
支
援
活
動
を
行
う
国
際
協
力
N
G
O（
本
部
事
務

局:

東
京
都 

新
宿
区
）。
2
0
0
6
年
2
月
現
在
、ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、イ
ラ
ク
、エ
リ
ト
リ
ア
、ス
リ
ラ
ン
カ
、パ
キ
ス

タ
ン
、新
潟
で
支
援
活
動
を
実
施
中
。 

U
R
L
: h
ttp
://w

w
w
.je
n
-n
p
o
.o
rg
 

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ
ン（
J
E
N
）に
つ
い
て 

バグダッド市内の修復された学校で 

JENC

　
京
都
市
山
科
区
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
。大
き
な
鏡

ね
」。2
0
0
2
年
か
ら
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
団
体

残
念
な
が
ら
結
果
は
不
合
格
。
し
か
し
翌

生 通 信  
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〜
本
場
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
を
め
ざ
す
〜 

N
B
A
チ
ア
ダ
ン
サ
ー
に
合
格 

で
の
勤
務
を
経
て
、現
場
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、2
0
0
5
年
6
月
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ジ
ェ
ン（
J
E
N
）に
転
職
し
た
。
J
E
N
は

1
9
9
4
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
難
民
・
国
内
避
難
民

老
朽
化
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
に
加
え
、

2
0
0
3
年
3
月
の
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
以
来
、多
く

の
学
校
が
空
爆
や
略
奪
の
被
害
に
遭
い
、更
に
教
育
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
。ま
た
、水
道
設
備
や
ト
イ
レ
が

は
、「
人
道
支
援
に
携
わ
る
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
」と
い

う
意
識
を
常
に
持
つ
こ
と
で
あ
る
。日
本
で
は
国
際
協

力
N
G
O
の
活
動
に
関
す
る
認
知
度
が
ま
だ
高
い
と

は
言
え
ず
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
捉
え
て
い
る
人

三菱東京UFJ銀行勤務 

フィナンシャルプランナー 

社会人アメリカンフットボールリーグ 

オールスターチアリーダー 

「VENUS WEST」所属 

川中　尚子さん 
【1998年商学部卒業】 

　
京
都
市
山
科
区
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
。大
き
な
鏡

で
動
き
を
チ
ェッ
ク
し
な
が
ら
、一
人
黙
々
と
練
習
に

励
む
、川
中
尚
子
さ
ん
。チ

ア
リ
ー
ダ
ー
歴
12
年
を
数
え

る
ベ
テ
ラ
ン
だ
。 

　
川
中
さ
ん
は
、大
学
入
学

と
同
時
に
同
志
社
大
学
応

援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部「
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」

に
入
部
。
本
格
的
な
ダ
ン
ス

経
験
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
、

練
習
を
見
学
し
て「
私
の
や

り
た
い
こ
と
は
こ
れ
だ
」と
、

ひ
ら
め
い
た
の
だ
と
い
う
。「
本
当
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の一

番
上
に
乗
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、身
体
が
大
き
い

方
だ
っ
た
の
で
断
念
し（
笑
）、そ
の
他
の
事
、ダ
ン
ス

の
切
れ
や
ジ
ャ
ン
プ
の
高
さ
と
豊
か
な
表
情
で
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。チ
ー
ム
は
全
日
本

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
決
勝
ま
で
進
出

し
た
。 

　
卒
業
後
は
三
和
銀
行（
現 

三
菱
東
京
U
F
J

銀
行
）に
就
職
。同
時
に
、社
会
人
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
、X
リ
ー
グ「
サ
ン
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ニ

ー
ズ（
現 

神
戸
フ
ァ
イ
ニ
ー
ズ
）」チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

所
属
し
た
。銀
行
に
就
職
し
た
の
は「
土
・
日
曜
に

チ
ア
の
活
動
が
で
き
る
こ
と
、そ
し
て
営
業
職
を
志

望
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
で
す
。欲
張
り
な
ん
で
す

ね
」。2
0
0
2
年
か
ら
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
団
体

「U
SA
 Japan

」オ
ー
ル
ス
タ
ー
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
所

属
。平
日
は
大
阪
で
勤
務
し
、週
末
は
東
京
に
通

う
と
い
う
暮
ら
し
が
3
年
続
い
た
が
、F
P
と
し
て

仕
事
を
す
る
た
め
の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、チ

ア
リ
ー
ダ
ー
活
動
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
て
い
っ
た
。 

　
そ
の
頃
、川
中
さ
ん
に
は
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
本
場

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
夢
が
芽
生
え
て
い

た
。き
っ
か
け
は
、現
地
で
N
B
A
の
試
合
を
観
戦

し
た
こ
と
だ
っ
た
。ダ
ン
サ
ー
と
観
客
が
一
体
と
な
っ

て
、会
場
全
体
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
。「
私
も

こ
の
場
に
立
っ
て
み
た
い
と
、強
く
感
じ
ま
し
た
」。

国
内
で
複
数
の
チ
ー
ム
を
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
、技

に
磨
き
を
か
け
た
。そ
し
て
2
0
0
4
年
。ア
メ
リ

カ
N
B
A
、サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
キ
ン
グ
ス
の
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
挑
ん
だ
。最
終
選
考
ま
で
進
ん
だ
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
結
果
は
不
合
格
。
し
か
し
翌

2
0
0
5
年
、再
挑
戦
し
た
川
中
さ
ん
は
見
事
合

格
を
果
た
し
た
。N
B
A
の
チ
ア
ダ
ン
サ
ー
に
合
格

し
た
日
本
人
は
、川
中
さ
ん
で
3
人
目
。現
地
の
新

聞
で
も
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。ま
さ
に
快
挙
だ
っ

た
。 

　
と
こ
ろ
が
、こ
こ
で
一つ
の
問
題
が
起
き
た
。ビ
ザ

問
題
だ
。日
本
人
が
N
B
A
チ
ア
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

活
動
す
る
場
合
、特
殊
な
ビ
ザ
の
取
得
が
必
要
と

な
る
。政
府
に
よ
っ
て
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
卓

越
し
た
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
取
得

で
き
な
い
も
の
で
、2
0
0
1
年
の
9
・
11
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
以
降
、条
件
は
極
め
て
厳
し
く
な
っ
た

と
い
う
。し
か
し
、川
中
さ
ん
は
諦
め
て
い
な
い
。「
現

地
に
い
る
先
輩
や
国
際
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
て
、

何
と
か
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
自
身
の
願
い
で
も
あ
る
の
で
す
が
、私

と
同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
踊
り
た
い
と
憧
れ
を

持
っ
て
ダ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
の
た
め

に
、道
を
作
り
た
い
」。 

　
今
年
7
月
、川
中
さ
ん
は
改
め
て
ア
メ
リ
カ
で
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
る
予
定
だ
。「
ビ
ザ
問
題
は

未
だ
難
関
で
す
が
、自
ら
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と
、

何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
」。体
力
の
限
界
が
来
る

ま
で
は
現
役
に
こ
だ
わ
り
た
い
、と
川
中
さ
ん
は
言

う
。「
年
齢
や
経
験
を
重
ね
る
と
、変
な
プ
ラ
イ
ド

が
湧
い
て
き
て
、諦
め
る
理
由
を
並
べ
て
、つ
い
楽
な

道
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。で
も
、夢
を
追
求

す
る
強
い
意
志
を
持
ち
続
け
れ
ば
、き
っ
と
何
か
が

生
ま
れ
る
は
ず
。私
は
私
の
生
き
方
を
信
じ
て
、進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。応
援
す
る
こ
と
、人

を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
と
に
か
く
大
好
き
な
ん
で

す
、と
川
中
さ
ん
は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。 

今年1月、NBAサクラメントキングスの試合にゲストとして参加 

卒 業 生 通 信
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。 

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。 

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
、 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
提
供
す
る
。 

「当時、沢木耕太郎の『深夜特急』という本

に感化され、4年次の時にヨーロッパを一人

旅しました。人との出会い、コミュニケーショ

ンの楽しさを知り、刺激を受けました。何でも

っと早く海外を経験しなかったのだろうと後悔

しました」と笑う吉田さん。「今はビジネス英

会話を頑張っています。30歳を過ぎるとなか

なか身につかないもの。やはり英語は学生の

うちに勉強しておいたほうがいいですね」。 

吉田 達也さん 
【1996年文学部社会学科 
産業関係学専攻卒業】 
株式会社日立製作所　 
情報・通信グループ 
セキュリティソリューション推進本部勤務 学

と

講

業

れ

理

け

士 

　
Ｏ
Ｌ
と
い
う
言
葉
に
憧
れ
て
、大
学
卒
業
後
は
、電

所
に
就
職
し
た
後
、3
年
目
で
最
終
合
格
を
果
た
し

　
日
立
製
作
所
に
入
社
し
て
し
ば
ら
く
は
、重
電
関

連
の
部
署
で
大
学
向
け
実
験
装
置
の
拡
販
、旧
建
設

省
向
け
発
電
機
や
受
配
電
設
備
の
拡
販
営
業
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、私
は
文
系
の
出
身
な
の
で
、

電
機
設
備
に
関
わ
る
技
術
的
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。特
に
大
学
の
教
授
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
同
席
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、私
は
と
い
え
ば
表
面
的
な
話
に
と
ど
ま
る

だ
け
。歯
が
ゆ
い
思
い
を
抱
い
て
い
ま

し
た
。 

　
入
社
し
て
4
年
が
過
ぎ
た
頃
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
爆
発
的
に
普
及
し
、

当
社
に
お
い
て
も
、ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

を
推
進
す
る
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
組
織

が
誕
生
し
ま
し
た
。I
T
技
術
に
将

来
性
を
感
じ
て
い
た
私
は
、こ
の
部

署
で
自
分
の
能
力
を
伸
ば
そ
う
と
決

意
し
、社
内
公
募
制
度
を
利
用
し
て

部
署
を
移
り
ま
し
た
。新
部
署
で
は

A
S
P
事
業
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
締
結
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

顧
客
へ
の
営
業
活
動
な
ど
色
々
な
業

務
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
で
考
え
て
、

自
分
で
や
り
た
い
、と
い
う
の
が
私
の

性
質
で
す
。商
談
の
席
で
も
、技
術

的
な
話
を
S
E
に
任
せ
き
り
に
は
し
て
い
ら
れ
な
い
の

で
、情
報
処
理
技
術
者
の
資
格
を
取
得
。よ
う
や
く
、

顧
客
と
対
等
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。そ
の
後
、い
く
つ
か
の
部
署
を
経
て
、昨
年
7

月
か
ら
現
在
の
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。現
在
は
、

日
立
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
た
め
の
広
告

宣
伝
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」は
企
業
の
関
心
が
非
常
に
高
い
分
野
で
あ
り
、

な
お
か
つ
、私
自
身
の
判
断
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、仕
事
の
面
白
さ
を
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
就
職
活
動
の
際
、2
0
0
社
近
く
に
資
料
請

求
の
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
し
た
。あ
ら
ゆ
る
業
界
の
方
と

お
会
い
し
て
、業
界
研
究
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と

を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

学
生
時
代
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
の
業
界
で
生

き
る
こ
と
を
決
意
で
き
た
の
で
す
か
ら
。で
も
、就
職
は

ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
の
世
の
中
、会
社

内
だ
け
の
評
価
や
判
断
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
分

は
社
会
か
ら
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
の
か
、客
観
的
に
自

己
を
見
つ
め
、次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
力
は
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
自
問
自
答
し
な
が
ら
、自
分
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

※
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
…
ビ
ジ
ネ
ス
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

　
ソ
フ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
レ
ン
タ
ル
す
る
事
業
者
の
こ
と
。
 

 

※ 
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このシリ

級友の方M Y  J O B , M Y  L I F E 第２９回 

学生時代は硬式テニス同好会に所属。「学

生時代は本当にのんびりと過ごしました」と

思い出を振り返る。「６年位前に、FP実践講

座の講師を担当させていただきました。卒業

して、まさか教える立場で大学に戻ってこられ

るとは思ってもいませんでしたね」。現在税理

士法人カオスでは、インターンシップ生の受け

入れをしている。 

h t t p : / / w ww . c h a o s - k k . c o . j p /

大串 恵子さん 
【1987年商学部卒業】 
税理士法人カオス　社員税理士、 
大串恵子社労士事務所　社会保険労務士 

知
識
だ
け
で
な
く
、人
と
し
て
の 

魅
力
も
備
え
た
税
理
士
と
し
て 

自
分
自
身
を
研
鑽
す
る
。 

　
Ｏ
Ｌ
と
い
う
言
葉
に
憧
れ
て
、大
学
卒
業
後
は
、電

子
機
器
の
商
社
に
一
般
職
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。し

か
し
、次
第
に
与
え
ら
れ
た
作
業
を
こ
な
す
だ
け
の

仕
事
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
何
か
資
格
で
も
取
ろ
う
か
な
」と
考
え
た
時
、ま
ず

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
税
理
士
で
し
た
。
幼
い
頃
に
亡

く
な
っ
た
祖
父
が
、税
務
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

を
見
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
終
業
後
に
専

門
学
校
へ
通
い
ま
し
た
が
、早
期
合
格
を
め
ざ
し
、1

年
9
カ
月
で
退
職
。受
験
勉
強
に
専
念
し
、2
年
間

で
4
科
目
に
合
格
し
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
の
事
務

所
に
就
職
し
た
後
、3
年
目
で
最
終
合
格
を
果
た
し

ま
し
た
。 

　
先
輩
の
補
助
業
務
に
あ
た
り
な
が
ら
税
理
士
登

録
に
必
要
な
2
年
間
が
過
ぎ
、よ
う
や
く
自
分
の
名

刺
に「
税
理
士
」の
文
字
が
入
り
ま
し
た
。お
客
様
の

見
る
目
が
変
わ
り
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た

も
の
で
す
。 

　
税
理
士
の
仕
事
は
税
務
代
理
や
申
告
業
務
、決
算

書
類
の
作
成
が
主
で
す
。し
か
し
年
金
や
社
会
保
険
、

資
金
運
用
な
ど
、税
金
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

が
舞
い
込
み
ま
す
。私
は
何
と
か
お
客
様
の
要
望
に
応

え
た
い
と
、専
門
外
の
こ
と

も
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、学
ぶ
な
ら
い
っ
そ
資

格
を
取
ろ
う
と
、社
会
保
険

労
務
士
、C
F
P
資
格
を
取

得
。仕
事
と
並
行
し
て
の
受

験
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、蓄

え
た
知
識
を
活
か
し
て
お
客

様
の
課
題
が
解
決
で
き
、喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
近
年
は

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、お

客
様
自
身
で
帳
簿
を
処
理

で
き
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。税
理
士
も
こ
れ
ま
で
の

仕
事
に
加
え
て
、経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
も
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、私
一
人
で
処
理
し

き
れ
な
い
場
合
は
、税
理
士

法
人
と
し
て
チ
ー
ム
で
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

　
税
理
士
は
机
に
向
か
っ
て
計
算
ば
か
り
す
る
仕
事

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、お
客
様
と
お
会
い
す
る

機
会
も
多
い
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、知

識
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。私
は

お
客
様
と
の
約
束
を
守
り
、依
頼
に
き
ち
ん
と
応
え

る
な
ど
、仕
事
を
確
実
に
、誠
実
に
す
る
中
で
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
を
心
が
け
て
、日
々
の
仕
事
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
間
と
し
て
の
魅
力
が
な
い

と
、お
客
様
か
ら
本
当
の
話
は
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、例
え
ば
学
生
時
代
に
じ
っ
く
り
と
名

作
と
呼
ば
れ
る
本
を
読
ん
だ
り
、何
か
一つ
の
こ
と
に

打
ち
込
む
な
ど
自
身
の
成
長
に
つ
な
げ
る
時
間
を
作

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

電
機
設
備
に
関
わ

技
術
的
知
識

持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。特
に
大
学
の
教
授
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
同
席
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、私
は
と
い
え
ば
表
面
的
な
話
に
と
ど
ま
る

月
か

現
在
の
部
署
に
配
属
さ
れ
ま

た
現
在
は

日
立
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
た
め
の
広
告

宣
伝
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」は
企
業
の
関
心
が
非
常
に
高
い
分
野
で
あ
り
、
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～ふとした興味を目標に変えて～ 

� � � � � � �

　
高
校
1
年
生
の
時
、「
将
来
の
進
路
は
早

く
決
め
た
ほ
う
が
い
い
よ
」と
い
う
担
任
の

薦
め
で
読
ん
だ
数
冊
の
職
業
ガ
イ
ド
本
。そ

の
中
に
、公
認
会
計
士
に
つ
い
て
の
1
冊
が

あ
り
ま
し
た
。難
し
そ
う
だ
け
ど
、面
白
そ

う
。当
時
は
そ
ん
な
印
象
で
し
た
。商
学
部

に
入
学
し
た
私
は
、ふ
と「
公
認
会
計
士
を

め
ざ
す
な
ら
、ま
ず
は
簿
記
検
定
を
受
検

し
て
み
よ
う
」と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、大
学
の
簿
記
検
定
資
格
試

験
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。会
計
の
勉
強

は
、私
に
は
合
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。1
年

次
の
6
月
に
日
商
簿
記
3
級
検
定
、2
月

に
は
難
関
の
2
級
に
合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
頑
張
っ
て
さ
ら
な
る

難
関
突
破
を
め
ざ
す
の
か
、現
状
に
満
足

し
て
終
え
る
の
か
。迷
い
ま
し
た
が
、高
校

生
の
時
に
描
い
た
夢
を
叶
え
て
み
よ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。夏
以
降
、専
門
学
校
に
通

い
な
が
ら
約
2
年
間
の
猛
勉
強
を
続
け
ま

し
た
。 

　
勉
強
に
焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
の
前
の
目
標
を
一つ
ず
つ
ク
リ
ア
す
る
こ

と
で
、ゴ
ー
ル
は
自
ず
と
見
え
て
く
る
と
信

じ
て
い
た
か
ら
で
す
。4
年
次
の
5
月
に
短

答
式
試
験
を
終
え
、そ
の
合
否
が
判
明
す

る
6
月
を
待
た
ず
に
、8
月
の
論
文
式
試

験
ま
で一
気
に
ス
パ
ー
ト
を
か
け
ま
し
た
。結

果
、11
月
に
晴
れ
て
合
格
。最
近
は
、私
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
友
人
た
ち
に

会
う
た
び
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

ま
す
。就
職
先
の
監
査
法
人
で
の
研
修
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
後
は
英
語
に
磨
き

を
か
け
、英
文
監
査
を
手
が
け
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
会
計
士
へ
の
道
は
、ま
だ
高
校
生
だ
っ
た

私
が
抱
い
た
、ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
が
始
ま

り
で
し
た
。や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
な
、と
い

う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。直
感
を
信
じ

て
早
い
段
階
で
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
が
、

良
い
結
果
を
生
み
ま
し
た
。私
に
と
っ
て
の

目
標
は
公
認
会
計
士
試
験
で
し
た
が
、皆

さ
ん
も
何
か
目
標
を
定
め
る
こ
と
で
、学

生
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。 

公認会計士第二次試験に現役合格 

挑戦する人 

山本 祥子さん 
【商学部商学科4年次生】 

※学年は取材時 
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